
Series広報

インタビュー

桃李の
人々

vol.

Contents

成蹊音楽祭

大学ラグビー

中学校遠足

2 新年を迎えて

4 成蹊学園三菱留学生奨学金

5 成蹊音楽祭開催

6 桃李の人 （々服部 隆之）

9 成蹊教育のいま（村田 典子）

10 百年十話 −成蹊学園の歴史−

12 成蹊学園創立１００周年
記念事業特集（経済学部）

14 大学の近況

16 中学・高等学校の近況

18 小学校の近況

20 募金局だより

22 学園トピックス

23 2010年度の就職状況について

24 学園史料を読む

2011年新年のごあいさつ
創立100周年に向け、さらなる躍進を
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作曲家

服部 隆之
継続によってドラマチックな
“化学反応”が生まれ
必ず道が開ける！

2011
Winter80 学園史料を読む

《ロビンソン（椀形）風速計 Robinson Cup - anemometer 》

府
立
第
五
中
学
か
ら
赴
任
し
た
ば
か
り
の

加
藤
藤
吉（
一
八
八
七‐一
九
七
二
）が
、前
任

校
で
実
施
し
て
い
た
気
象
観
測
を
成
蹊
の
生

徒
と
は
じ
め
た
の
は
、一
九
二
五（
大
正
一
四
）年

秋
の
こ
と
で
す
。翌
一
九
二
六
年
一
月「
気
象
観

測
法
」に
基
づ
く
正
式
観
測
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。以
来
学
園
の
観
測
は
、一
九
五
九（
昭
和

三
四
）年
に
設
け
ら
れ
た「
成
蹊
気
象
観
測

所
」に
よ
り
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

初
年
度
の『
気
象
観
測
報
告
』で
は
、「
空
気

の
温
度
」と「
降
水
量
」の
記
録
の
み
公
表
さ

れ
ま
し
た
が
、三
年
後
の
報
告
に
は
水
蒸
気
張

力
、湿
度
、風
向
及
び
風
速
、「
ジ
ョ
ル
ダ
ン
日

照
計
」に
よ
る
日
照
時
間
が
加
わ
り
、短
期
間

で
さ
ま
ざ
ま
な
装
置
が
揃
え
ら
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
伺
え
ま
す（
※
1
）。学
園
史
料
館
に
残
る

《
ロ
ビ
ン
ソ
ン
風
速（
風
力
）計
》も
、こ
の
頃
購

入
さ
れ
た
も
の
の
一つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
天
文

学
者
ト
ー
マ
ス
・ロ
ビ
ン
ソ

ン
が
一
八
四
六
年
に
発
明

し
た
こ
の
計
器
を
、加
藤
は

《
椀
形
風
速
計
》
と
も
呼

び
ま
し
た（
※
2
）。
そ
の

名
の
通
り
椀
状
の
四
つ
の

風
杯
を
九
〇
度
ご
と
に
配

し
、風
を
受
け
た
回
転
数

に
よ
り
風
速
を
測
定
す
る

も
の
で
、史
料
館
所
蔵
の
風
速
計
は
、創
業
し
て

ま
も
な
い
湯
島
の「
大
田
計
器
製
作
所
」で
製

造
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
明
治
時
代
か
ら
こ
の
四
杯
型
風

速
計
が
普
及
し
、気
象
庁
で
も
長
く
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、昭
和
半
ば
に
よ
り
精
度
の
高
い

三
杯
型
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、今
は
目
に
す
る

機
会
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
観
測
す
る
以
上
は
努
め
て
厳
正
を
期
し
、か

つ
他
の
観
測
所
の
観
測
結
果
と
比
較
も
で
き
、

又
研
究
資
料
と
も
な
る
様
に
し
た
い（
※
3
）」と

い
う
言
葉
を
残
し
た
加
藤
藤
吉
の
功
績
は
、理

科
教
育
に
気
象
観
測
を
取
り
入
れ
た
点
の
み

な
ら
ず
、成
果
公
開
と
学
術
的
貢
献
を
最
初

か
ら
視
野
に
入
れ「
専
門
家
の
間
で
定
め
ら
れ

た
」方
法
と
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
に
あ
る
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。八
十
年
以
上
に
わ
た
り
一

貫
性
の
保
た
れ
た
観
測
デ
ー
タ
は
、東
京
西
部

の
記
録
と
し
て
現
在
も
多
く
の
研
究
者
の
注

目
を
浴
び
、ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て

い
る
の
で
す
。

（
成
蹊
学
園
史
料
館　

穴
山 
朝
子
）

（写真）
左上 ：《ロビンソン（椀形）風速計》昭和初期（推定）　成蹊学園史料館蔵
右下 ： 加藤藤吉著『気象の一般知識』1947（昭和 22）年より

※ 1   成蹊学園『気象観測報告』1927（昭和 2）年、1930（昭和5）年
※ 2   加藤藤吉『気象の一般知識』1947（昭和 22）年 41 頁
※ 3   成蹊学園『拾箇年観測報告』1936（昭和 11）年
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皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
ご
父
母
な
ら
び
に
卒
業
生
、
関
係
各
位
の
皆

さ
ま
よ
り
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
た
く
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
新・成
蹊
創
造
プ
ラ
ン
」の
推
進
と

成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
始
動

ご
承
知
の
と
お
り
、
二
〇
一
二
年
、
成
蹊
学
園
は
創

立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
学
園
で

は
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
総
力
を
結
集
し
て
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
「
新
・
成
蹊
創
造
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
創
立
者
中
村
春

二
先
生
の
精
神
を
く
み
、
一
貫
し
た
教
育
理
念
の
も
と

で
「
個
性
を
持
っ
た
自
立
的
な
人
間
」
を
創
造
し
よ
う

と
す
る
改
革
事
業
で
あ
り
ま
す
。

学
園
を
縦
断
的
に
つ
な
ぐ
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設

立
に
始
ま
り
、
大
学
情
報
図
書
館
の
新
設
、
小
学
校
に

お
け
る
二
十
八
人
学
級
制
の
実
現
と
小
学
校
校
舎
の
建

替
え
、
中
学
・
高
等
学
校
に
お
け
る
一
貫
教
育
の
強
化

と
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
棟
の
建
替
え
等
、
学
園
の

全
て
の
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
お
よ
そ
一
〇
年
に
わ

市
と
の
共
生
を
学
ぶ
「
武
蔵
野
地
域
研
究
」
な
ど
、
成

蹊
な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
科
目
も
揃
え
て
お
り
、
学

生
た
ち
の
評
判
も
良
好
の
よ
う
で
す
。

ま
た
「
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
全
体
の
大
切
な
柱

の
一
つ
で
あ
る
英
語
教
育
で
は
、
全
学
部
の
学
生
に
八
単

位
の
必
修
科
目
を
課
す
と
と
も
に
、
英
語
力
判
定
、
レ
ベ

ル
別
ク
ラ
ス
、
学
習
効
果
測
定
の
ほ
か
、
学
生
自
身
の
英

語
の
「
学
び
」
を
多
方
面
か
ら
支
援
す
る
「
ア
セ
ッ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム（A

SSET


Program

）」
が
特
徴
的
で
、
学

生
た
ち
は
英
語
力
判
定
の
た
め
に
学
内
で
実
施
さ
れ
る

T
O

EIC


IP

、TO
EFL

IT
P

を
必
ず
受
験
し
ま
す
。
近

年
、
実
際
に
使
え
る
英
語
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
否
か

が
、
社
会
で
活
躍
す
る
う
え
で
の
重
要
な
条
件
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
「
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
英
語
教
育
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
に
は
ぜ
ひ
、

確
か
な
英
語
力
を
修
得
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
で
は
、
全
学

部
で
ゼ
ミ
形
式
の
「
基
礎
演
習
」
を
一
年
次
の
必
修
科

目
と
し
て
開
講
し
て
い
る
こ
と
も
、
大
切
な
特
色
の
ひ

と
つ
で
す
。
こ
の
双
方
向
対
話
型
の
授
業
に
よ
り
、
学

生
た
ち
は
、
他
者
を
理
解
す
る
力
、
自
己
表
現
力
な
ど
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
奨
学
基
金
の
拡
充
や
学
園
全
体
の
環

境
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事

業
と
し
て
の
計
画
は
順
調
に
進
み
、
「
新
・
成
蹊
創
造

プ
ラ
ン
」
も
予
定
通
り
実
現
さ
れ
、
次
の
一
〇
〇
年
に

向
け
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
準
備
が
ほ
ぼ
整
っ
た

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

学
園
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

次
に
、
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
、
学
園
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
環
境
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
園
で
は
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、「
I
S
O
1
4
0
0
1
」

認
証
を
取
得
し
、
そ
の
後
も
、小
学
校
、中
学
・
高
等
学
校
、

大
学
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
て
、
教
職
員
一
同

で
環
境
改
善
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
認
証
規
格
に

基
づ
く
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
E
M
S
）
活

動
も
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
に
行
っ
た
内

部
監
査
で
は
、
学
生
が
初
め
て
監
査
員
に
加
わ
り
、
教

職
員
と
と
も
に
内
部
監
査
を
実
施
。
翌
二
〇
一
〇
年
は

さ
ら
に
多
く
の
学
生
が
内
部
監
査
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
学
生
と
教
職
員
の
連
携
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学
園
で
は
、
今
後
も
E
M
S
活
動
の
内
容
を
継
続
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
七
月
か
ら
九
月
に

か
け
て
学
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
を
も
と
に

今
一
度
、
環
境
側
面
を
洗
い
出
す
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
審

査
で
は
、
「
学
園
全
体
と
し
て
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
へ
の
取
り
組
み
は
積
極
的
で
あ
り
、
目
的
・
目

標
の
達
成
状
況
も
良
好
。
効
果
的
な
内
部
審
査
も
実
施

さ
れ
て
い
る
」
と
の
総
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

学
園
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
環
境
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
児
童
・
生
徒
・
学
生
が
環
境
保
全
、
環
境
改

善
に
対
し
て
さ
ら
に
高
い
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
創
立
一〇
〇
周
年
記
念
式
典
」と

将
来
構
想
検
討
委
員
会
の
設
立

学
園
で
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
、「
創
立
一
〇
〇

周
年
記
念
行
事
推
進
室
」
を
立
ち
上
げ
、
一
連
の
創

立
一
〇
〇
周
年
行
事
に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
「『
心

の
力
』を
、
未
来
へ
。」、
サ
ブ
コ
ン
セ
プ
ト
を
「『
教
養

あ
る
豊
か
な
人
間
性
』
で
時
代
を
ひ
ら
く
。」
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

創
立
一
〇
〇
年
の
節
目
と
し
て
最
も
重
要
で
あ
る

「
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
」
は
二
〇
一
二
年
五
月

十
二
日
（
土
）
、
「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
会
場

と
し
て
、
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
記
念
す
べ
き
学
園
の
節
目
の
時
を
皆
さ
ま
と
共
有
し

た
く
詳
細
を
さ
ら
に
検
討
中
で
す
の
で
、
ご
期
待
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
十
余
年
、
一
九
九
九
年
六
月
に
私

ど
も
は
、
「
成
蹊
学
園
二
十
一
世
紀
構
想
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
翌
年
七
月
に
学
園
改
革
の
方
向
を

示
す
大
綱
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
成
蹊
学
園
の
新
た

な
創
造
に
向
け
て
」
を
立
案
い
た
し
ま
し
た
。
冒
頭
よ

た
る
計
画
を
着
実
に
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
二
〇
〇
九
年
に
は
、
学
園
の
歴
史
と
伝
統
を

象
徴
す
る
学
園
本
館
の
耐
震
補
強
を
主
と
し
た
改
修
工

事
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
工
事
が
竣

工
し
、
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
学
園
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

と
す
べ
く
、
公
募
に
よ
り
『
け
や
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
四
月
に
は
、
大
学
に
お
け
る
新
た
な
教
養

教
育
と
し
て
、
全
学
共
通
の
「
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
」
が
始
動
し
た
こ
と
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
「
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
は
、
中
村
春
二

先
生
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
個
性
尊
重
の
人
格
教
育
」

を
受
け
継
ぎ
、
文
理
の
枠
を
越
え
て
幅
広
い
教
養
と
確

か
な
英
語
力
の
修
得
を
目
指
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
群
の
ひ
と
つ
で
あ
る
桃
李
成
蹊
科
目

の
中
に
は
、
成
蹊
の
歴
史
や
教
育
の
特
色
、
成
蹊
で

育
っ
た
人
々
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
「
成
蹊
を
知
る
」
な

ど
の
科
目
が
あ
り
、
成
蹊
の
学
生
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
一
助
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
桃
李
成
蹊
科
目
に
は
そ
の
他
に
、
吉
祥
寺

に
生
活
す
る
方
々
の
語
り
の
中
か
ら
、
成
蹊
と
武
蔵
野

り
ご
報
告
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
新
・
成
蹊
創
造
プ
ラ

ン
」
も
、
こ
の
大
綱
で
示
し
た
改
革
の
一
部
で
す
。

ま
た
、
学
園
運
営
の
「
見
え
る
化
」
も
提
言
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
来
、
理
事
長
の
下
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
学
園
全
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
及
び
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
の
改
革
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
可
及
的
速
や

か
に
成
案
と
し
て
取
り
纏
め
、
学
園
を
挙
げ
て
改
革
に

踏
み
出
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
通
り
、
諸
施
策
の
実
現
を
一
つ
ひ
と
つ
着
実

に
積
上
げ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、「
創
立
一
〇
〇
周
年

記
念
式
典
」
を
目
前
に
控
え
、
こ
れ
ま
で
の
一
〇
〇
年

の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
魅
力
あ
る
学
園
へ

と
成
長
す
る
た
め
に
は
、「
新
・
成
蹊
創
造
プ
ラ
ン
」

後
の
新
た
な
将
来
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
は
、
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
成
蹊
学
園

の
新
た
な
創
造
に
向
け
て
」
で
の
提
案
が
ど
の
よ
う
に

実
現
し
、
具
体
的
な
成
果
を
出
し
て
い
る
の
か
、
残
さ

れ
た
問
題
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
創
立
一
〇
〇
周
年
以

降
の
成
蹊
学
園
の
将
来
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
、
こ
の
一
月
よ
り
、
成
蹊
学
園
将
来
構
想
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

伝
統
あ
る
成
蹊
の
名
の
も
と
、
本
年
も
学
園
で
は
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
職
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
児
童
・
生
徒
・
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ら
な
る

健
闘
を
、
そ
し
て
二
〇
一
一
年
が
ご
父
母
、
関
係
者
各

位
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

い
よ
い
よ
翌
年
に
控
え
た

創
立
一
〇
〇
周
年
に
向
け
、

成
蹊
学
園
は
さ
ら
に
躍
進
を
続
け
ま
す
。

新年を迎えて
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体制の差異について、品物の生産過程を
それぞれどの様に規制しているか、という観
点から両法の比較研究を行いました。また、
両法律制度のみならず、その背景となる政
治経済哲学まで、大学の主催するセミナー
に参加することができ、幅広く学ぶことができ
ました。品物の生産過程を規制する法律※

はWTOにおいて主要な貿易問題となって
いる為、WTOの一員である日本にとっても
今後の重要な政策課題のひとつです。日本

私は2008年9月より2年間、University 

College London, School of Lawの研究
コースで学びました。当大学院は、トップレ
ベルの大学であり、研究主体の大学院で
す。そのため、世界各国から学生が集まり、
ヨーロッパはもちろんのこと、アフリカ、南ア
ジア、東南アジアなど、多様な国の学生た
ちと机を並べて学ぶという、貴重な体験が
できました。
留学中はEU法とWTO法における通商

の大学院では、主に、EU法とWTO法をま
んべんなく、包括的に学ぶことはできないの
で、その違いを深く痛感しました。
母国語ではない英語で、法律を学ぶのは

とても大変でしたが、良い友人や、指導者に
も恵まれ、充実した2年間を過ごすことができ
ました。このような、貴重な経験をさせていた
だいたこと、成蹊学園三菱留学生奨学金
をいただくことができたことに、大変感謝を申
し上げます。来年度からは、成蹊大学にて
引き続き同じテーマにて博士論文の執筆を
行います。日本におけるWTO法研究の一端
を担えるように、来年度も勉学に励んでいき
たいと思います。

成蹊学園創立100周年記念行事

2010年12月26日（日）、成蹊学園本館大講堂にて第4回成蹊音楽祭が開催されました。
本音楽祭は成蹊関係者だけでなく、武蔵野市在住・在勤・在学の方にも公開され、

当日は464名の方々にご来場いただきました。
ご来場くださいました皆さま、本当にありがとうございました。

第4回成蹊音楽祭

 出演団体と演奏曲目
団体名称 曲　目

第
一
部

小学校 筝曲有志の会 六段の調
花筏

小学校 和太鼓部 三宅太鼓

成蹊ＯＢ 成蹊グリークラブ
 指揮：柏 陽一

いつも何度でも
時には昔の話を
My Old Kentucky Home
Amazing Grace
あの鐘を鳴らすのはあなた

保護者 成蹊コーラス
 指揮：相澤 直人

組曲リフレインより「こみちのきもち」
組曲リフレインより「遠く」
ここからいちばん とおいところ
いのちの名前

グラスハープアンサンブル

韓国ドラマ「冬のソナタ」より
「最初から今まで」

ヴィヴァルディ「四季」より「冬」

カチュア　キリストの誕生

小学校 ブラスバンド部 オリジナルジャズ“希望のこみち”

第
二
部

大学、成蹊ＯＢ・OG

 成蹊けやき管弦楽団
 指揮：髙井 優希

交響曲第7番ロ短調 D759「未完成」
交響曲第5番ハ短調作品 67「運命」
成蹊学園校歌

第一 部 第二部
第一部は小学校児童および教員、卒業生、保護者の演奏が披露
されました。
筝曲有志の会は児童、教員に加え、今回新たに指導をお願いした
成蹊大学生が参加し、難曲「花筏」に挑戦しました。和太鼓部は東京
都三宅島の伝統芸能である三宅太鼓をタップダンスを交えて披露、
趣向を凝らした演奏に場内が盛り上がりました。卒業生からは成蹊グ
リークラブが、柏陽一さんを指揮者としてステファン・フォスターの名曲
やジブリ映画音楽など多様な曲目を合唱しました。続いて保護者によ
る成蹊コーラスでは、相澤直人さんを指揮者とし、覚和歌子さん作詞
の合唱曲を4曲披露、美しい歌声が会場に響き渡りました。成蹊コーラ
スの演奏終了後、特別出演として卒業生の参加するグラスハープア
ンサンブルが出演し、ソロおよび3台の合奏曲を演奏しました。
第一部の最後を飾った小学校ブラスバンド部は、前回に引き続き
オリジナル曲“希望のこみち”を新たな編曲で演奏しました。この曲は
メインメロディーの歌詞を募集し、来年の音楽祭にて演奏する予定
です（詳細は決定次第学園HPにてお知らせいたします）。

第二部には、卒業生と成蹊大学管弦楽団有志をメンバーとし、新た
に結成した成蹊けやき管弦楽団が出演しました。今回の音楽祭への
出演が第一回定期演奏会となった本団体は、卒業生の髙井優希さ
んを指揮者とし、息のあったすばらしい音楽を奏でました。最後に、成
蹊学園校歌が演奏され、第4回成蹊音楽祭は大盛況のうちに終了い
たしました。

成蹊学園
三菱留学生奨学金

成蹊学園創立 100 周年記念事業

二
〇
〇
七
年
四
月
、
成
蹊
大
学
お
よ
び
成
蹊
高

等
学
校
の
留
学
制
度
を
利
用
し
て
海
外
に
留
学
す

る
学
生
、
生
徒
の
中
か
ら
、
成
績
が
優
秀
で
あ
り
、

高
い
留
学
成
果
を
期
待
で
き
る
派
遣
留
学
生
を
対

象
と
し
た
本
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
所
定
の
審
査
を
行
い
、

原
則
と
し
て
大
学
お
よ
び
大
学
院
は
百
二
十
万
円
、

高
校
は
五
十
万
円
の
奨
学
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
導
入
以
来
、
現
在
ま
で
、
左
記
の
と

お
り
大
学
院
か
ら
一
名
、
大
学
か
ら
一
名
、
高
校

か
ら
は
三
名
の
、
あ
わ
せ
て
五
名
に
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
秋
、
大
学
院
か
ら
の
受
給

者
第
一
号
と
な
っ
た
大
原
智
子
さ
ん
が
、
約
二
年

間
に
渡
る
イ
ギ
リ
ス
へ
の
留
学
を
終
え
ま
し
た
。

残
る
四
名
は
現
在
も
海
外
で
の
留
学
生
活
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
ま
す
ま
す

優
秀
な
留
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
、
そ
の
活
躍

を
願
う
と
と
も
に
、
受
給
者
が
挙
げ
た
留
学
の
成

果
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

法学政治学研究科
法律学専攻

大原  智子さん

氏　名 留学先 学校名

大学院 大原 智子さん イギリス ロンドン大学

大　学 李 セッピョリさん 韓国 高麗大学

高　校

秋元 万由子さん アメリカ セントポールズ校

佐々木 陽菜さん オーストラリア カウラ校

小坂 瑠依さん アメリカ セントポールズ校

【派遣留学生一覧】

EU法とWTO法の差異について
両法の比較研究を行いました

※例1：環境に配慮し、製造過程で二酸化炭素
の排出を削減して生産された商品に付
けられるエコラベル。

　例2：遺伝子組み換え食物を材料の一部に用
いて生産された食品。
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インタビュー
卒業生ロングインタビュー

服部 隆之
作曲家

Takayuki Hattori
日本アカデミー賞優秀音楽賞を受賞するなど、テレビドラマや映画などの音楽担
当として活躍されている服部隆之さん。パリのコンセルヴァトワールに留学され
るまで、9 年間、成蹊学園で学ばれています。ブラスバンド部、吹奏楽部などで
活動した当時の思い出と、後輩たちへのメッセージを語っていただきました。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で

毎
日
三
〜
四
時
間
練
習

−

成
蹊
小
学
校
に
三
年
生
か
ら
編
入
さ
れ
た

の
で
す
ね
。

服
部
　
祖
父
（
良
一
氏
。
作
曲
家
）
が
吉
祥
寺

に
住
ん
で
お
り
、
父
（
克
久
氏
。
作
曲
家
）
も

成
蹊
出
身
で
し
た
。
私
に
も
同
様
の
教
育
を
受

け
さ
せ
た
い
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ

が
、
小
学
校
受
験
に
失
敗
。
三
年
次
の
編
入
試

験
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

−

小
学
校
時
代
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

服
部
　
楽
し
か
っ
た
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

と
く
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
夏
の
学

校
、
冬
の
学
校
で
す
。
六
年
生
の
夏
の
学
校

で
は
遠
泳
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
無
事
に
完
泳

で
き
た
こ
と
と
、
日
本
水
泳
連
盟
の
二
級
を

取
得
し
た
こ
と
か
ら
、
自
信
が
つ
き
、
現
在

で
も
暇
を
見
つ
け
て
は
プ
ー
ル
に
通
う
な
ど
、

水
泳
が
趣
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
担
任
の
木
村
定
治
先
生
は
、
と
て

も
や
さ
し
い
方
だ
っ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も

の
幼
い
見
栄
、
虚
栄
心
に
よ
る
嘘
や
、
友
人

へ
の
裏
切
り
行
為
だ
け
は
厳
し
く
注
意
さ
れ

ま
し
た
。「
地
に
足
を
つ
け
て
生
き
る
こ
と
が

大
切
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

−

中
学
で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
、
高
校
で
吹
奏

楽
部
に
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

服
部
　
父
が
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
影
響
で
、
当
初
は
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
志
望
し
て
い
た
の
で
す
が
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
花
形
楽
器
だ
け
に
、
大
変

な
倍
率
で
断
念
。
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
担
当
し

ま
し
た
。
毎
日
、
放
課
後
、
三
〜
四
時
間
練

習
が
あ
り
ま
し
た
。
管
楽
器
は
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
で
唇
を
慣
ら
し
て
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
し
て
か
ら
で
な
い
と
吹
く
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
ず
個
人
練
習
で
吹
け
る
状
態
に
し

た
後
、
パ
ー
ト
ご
と
の
練
習
、
さ
ら
に
全
体

練
習
と
進
む
た
め
、
そ
れ
だ
け
の
練
習
時
間

が
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み

に
は
、
文
化
祭
の
演
奏
に
向
け
て
、
箱
根
寮

で
約
一
週
間
の
合
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
六

時
半
に
起
床
し
て
、
食
事
の
時
以
外
は
練
習

し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
バ
ン
ド
を

結
成
。
私
は
キ
ー
ボ
ー
ド
担
当
で
、
文
化
祭

の
時
、
前
庭
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

朝
、
ピ
ア
ノ
の
音
に
見
送
ら
れ
て

家
を
出
る
環
境
で
音
楽
に
親
し
む

−

や
は
り
当
時
か
ら
音
楽
が
大
好
き
だ
っ
た

の
で
す
ね
。

服
部
　
父
は
仕
事
場
を
設
け
ず
、
自
宅
の
応

接
間
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
徹
夜
で
作

曲
す
る
こ
と
も
多
く
、
朝
、
学
校
に
出
か
け

る
時
に
、「
ポ
ロ
ー
ン
、
ポ
ロ
ー
ン
」
と
い
う

ピ
ア
ノ
の
音
に
見
送
ら
れ
て
家
を
出
る
よ
う

な
生
活
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
自
然

に
音
楽
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ピ
ア
ノ
も
四
歳
か
ら
習
い
始
め
ま
し
た
。
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

継
続
に
よ
っ
て
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

〝
化
学
反
応
〞が
生
ま
れ

必
ず
道
が
開
け
る
！

フ
ラ
ン
ス
は
街
に

音
楽
が
息
づ
い
て
い
る

−

高
校
二
年
生
で
中
退
し
て
、
パ
リ
の
コ
ン

セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
に
留
学
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

服
部
　
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
な
環
境
で

育
ち
ま
し
た
か
ら
、
他
の
子
ど
も
が
将
来
の

仕
事
と
し
て
、
銀
行
員
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
思

い
描
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
作
曲
家
が
選
択

肢
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
二
年

生
頃
に
は
音
楽
の
道
に
進
も
う
と
い
う
意
思

が
固
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
父
も
在
籍
し
た
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー

ル
で
学
び
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
中
退
し

て
留
学
し
た
の
は
、
少
し
で
も
早
く
ク
ラ
シ
ッ

ク
発
祥
の
地
の
空
気
に
触
れ
た
い
と
い
う
思

い
が
強
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
も
っ
と
も
、
合

格
す
る
ま
で
に
二
年
を
要
し
ま
し
た
か
ら
、

今
振
り
返
る
と
、
卒
業
し
て
か
ら
留
学
す
れ

ば
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

−

音
楽
に
関
し
て
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で
は

か
な
り
違
い
が
あ
る
の
で
す
か
。

服
部
　
日
本
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
と
い

う
と
、
何
か
特
別
な
行
事
の
よ
う
に
な
っ
て
し

成
蹊
小
学
校
の
友
人
の
多
く
が
情
操
教
育
の
一

環
と
し
て
習
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た

だ
し
、
私
は
ピ
ア
ノ
が
嫌
い
で
、
レ
ッ
ス
ン
に

行
く
と
言
っ
て
家
を
出
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ピ
ア

ノ
の
先
生
は
、
服
部
家
の
子
ど
も
と
い
う
こ
と

で
、
ど
う
し
て
も
過
度
に
期
待
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
い
う
か
、
迷
惑
な
話
だ
っ
た
の
で
す
（
笑
）。

結
局
、
練
習
を
さ
ぼ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
十

人
以
上
先
生
を
変
え
た
ほ
ど
で
す
。
け
れ
ど
も
、

父
は
そ
ん
な
私
を
叱
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
お
そ
ら
く
父
が
恐
れ
て
い
た
の
は
、
音

楽
が
嫌
い
に
な
っ
て
、
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
強
制
し
た
ら
嫌
い
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
叱
る
の

は
母
に
任
せ
て
、
自
分
は
一
歩
引
い
た
と
こ
ろ

で
見
守
っ
て
い
た
感
じ
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ュ
（
聴
音
）
の
教
室
に
も
通
い
ま
し

た
。
先
生
が
弾
く
ピ
ア
ノ
を
譜
面
に
書
き
写
し

た
り
、
時
に
は
作
曲
も
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ま
だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
は
な
く
、
当
時
ヒ
ッ
ト
し

て
い
た
ユ
ー
ミ
ン
に
ど
こ
か
似
て
い
る
曲
で
、

模
倣
の
世
界
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
…
。

−

中
学
・
高
校
時
代
の
授
業
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

服
部
　
中
林
茂
夫
先
生
の
歴
史
の
授
業
が
面

白
か
っ
た
で
す
ね
。「
こ
の
事
件
は
、
つ
ま
り

男
の
嫉
妬
が
原
因
だ
ね
」（
笑
）
と
、
噛
み
砕

い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
歴
史
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

ま
い
ま
す
。
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ホ
ー
ル

だ
け
で
な
く
、
教
会
や
、
街
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
楽

が
と
て
も
フ
ラ
ン
ク
な
形
で
街
に
息
づ
い
て
い

る
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ
も
近
く
、
多
様
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
刺

激
的
で
し
た
。
ま
だ
十
代
の
若
い
感
覚
の
時
期

で
す
か
ら
、
そ
ん
な
豊
か
な
音
楽
の
土
壌
に
わ

く
わ
く
し
、
貪
欲
に
吸
収
し
て
い
き
ま
し
た
。

−

コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
で
は
ど
ん
な
勉

強
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

服
部
　
和
声
科
と
対
位
法
科
で
学
び
ま
し
た
。

和
声
学
と
は
和
音
の
こ
と
。
対
位
法
は
複
数

の
旋
律
を
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
保
ち
な
が

ら
調
和
さ
せ
て
織
り
な
す
技
法
で
、
バ
ロ
ッ

ク
音
楽
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

感
情
を
思
い
切
り
込
め
る

音
楽
に
刺
激
を
受
け
る

−

留
学
を
経
験
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
音

楽
へ
の
意
識
が
変
化
し
た
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

服
部
　
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
演
奏
へ
の
意

識
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
場
合

は
、
冷
静
さ
が
重
視
さ
れ
、
過
度
に
華
美
に
し

な
い
演
奏
が
高
く
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
日
本
人
の
演
奏
の
個
性
で
も
あ
る

の
で
す
が
…
…
。
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

人
の
演
奏
は
、
自
分
の
感
情
を
思
い
切
り
込
め

よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
点
は
、
同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
も
、
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ド

イ
ツ
な
ど
の
ゲ
ル
マ
ン
系
は
規
律
が
重
ん
じ
ら

れ
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
な
ど
の
ラ
テ
ン
系
は
奔
放
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、た
と
え
ば
バ
ッ
ハ
と
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
で
は
演
奏
法
が
異
な
る
の
で
す
が
、
一
定

の
決
ま
り
事
は
守
り
つ
つ
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

そ
れ
に
束
縛
さ
れ
て
、
自
分
を
抑
制
し
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　
日
常
の
感
情
表
現
に
お
い
て
も
、
同
様
の
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
私
の
担
当
教
授
は
、
提
出

し
た
課
題
の
出
来
が
よ
け
れ
ば
、
日
本
人
の
私

が
違
和
感
を
覚
え
る
ほ
ど
の
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
で
ほ
め
ま
す
し（
笑
）、逆
に
不
満
な
場
合
は「
こ

ん
な
も
の
、
二
流
の
デ
パ
ー
ト
だ
」
と
酷
評
し

ま
し
た
。「
デ
パ
ー
ト
と
同
じ
で
、
単
に
洋
服
が

置
い
て
あ
れ
ば
い
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
質
が

問
題
」
と
い
う
わ
け
で
す
。
日
本
人
な
ら
、
こ

こ
ま
で
感
情
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
バ
ラ

ン
ス
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
感
情

は
内
に
秘
め
る
方
が
美
徳
と
さ
れ
て
い
る
面
も

あ
り
ま
す
か
ら
…
…
。
一
概
に
ど
ち
ら
が
優
れ
て

い
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ま

で
の
私
に
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
感
性
に
触
れ
た

こ
と
で
、
音
楽
的
な
幅
が
広
が
っ
た
気
が
し
ま
す
。

−

そ
れ
が
作
曲
を
さ
れ
る
上
で
役
立
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

服
部
　
そ
う
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
現
在
、

作
曲
家
に
な
っ
て
早
く
も
二
十
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
商
業
音
楽
の
世
界
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
か
ら
、
相
手
の
要
望
に
応
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
も
あ
り
ま

す
。
二
十
年
も
経
験
を
積
む
と
、
相
手
と
意
見

が
異
な
っ
て
い
て
も
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
賢
さ
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服部　隆之（はっとり・たかゆき）
1965 年、東京都生まれ。祖父が服部良一氏、父が服部克久氏という音楽一家に
育つ。3 年生で成蹊小学校に編入、成蹊中学校を経て、成蹊高校を2 年で中退、
パリ国立高等音楽院に留学。1988 年に同大学院を修了し、帰国後、作曲家とし
て活動を開始する。1996 年に『蔵』で、1998 年には『ラヂオの時間』と『誘拐』
で、日本アカデミー賞優秀音楽賞を受賞。そのほか、『王様のレストラン』『HERO』

『新選組！』『華麗なる一族』などのテレビドラマ音楽や、ミュージカル舞台、ゲー
ム音楽など、多彩な活動を展開している。

も
身
に
つ
け
て
い
ま
す
（
笑
）。
そ
れ
で
も
、
フ

ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
デ
ビ
ュ
ー
当
初
、

自
由
奔
放
に
作
曲
し
て
い
た
感
性
を
、
現
在
で

も
ど
ん
な
仕
事
に
も
反
映
さ
せ
て
い
る
つ
も
り

で
す
。
そ
れ
が
私
の
個
性
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ド
ラ
マ
の
顔
に
な
る
よ
う
な

作
曲
を
心
が
け
る

−

帰
国
後
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
力
を
入
れ

て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

服
部
　
父
は
作
曲
だ
け
で
な
く
、ア
レ
ン
ジ（
編

曲
）
に
も
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ

の
影
響
を
受
け
て
、
私
も
ア
レ
ン
ジ
が
大
好
き

な
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
分
な
ら
で
は

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
完
成
さ
せ
た
い
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
当
初
は
ア
レ
ン

ジ
が
中
心
で
し
た
が
、
次
第
に
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
仕
事
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
の
織
田
裕
二
さ
ん
主
演
ド
ラ
マ
『
お
金

が
な
い
！
』
の
音
楽
を
担
当
し
た
こ
と
で
す
。

そ
の
時
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
指
示
さ
れ
た

の
は
「
最
高
の
十
曲
を
作
っ
て
く
れ
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
通
常
、
ド
ラ
マ
音
楽
は
ス
ト
ー

リ
ー
に
あ
わ
せ
た
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
、

た
と
え
ば
俳
優
の
不
安
な
表
情
の
時
に
使
う
も

の
な
ど
、
か
な
り
短
め
の
曲
も
含
め
て
約
四
十

曲
を
作
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
彼
は
、
そ
こ
ま

で
細
か
な
要
求
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て

の
曲
が
一
つ
の
完
成
さ
れ
た
曲
と
し
て
成
立
し
、

ド
ラ
マ
の
顔
に
な
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
要

求
さ
れ
た
の
で
す
。「
ド
ラ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ル
バ
ム
を
作
る
よ
う
な
感
覚
で
い
い
」
と
も
言

わ
れ
ま
し
た
。
作
曲
家
冥
利
に
つ
き
る
話
で
あ

り
、
と
て
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
三
谷
幸
喜
さ
ん
と
出
会
い
、
ド
ラ
マ
『
王

様
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』、
映
画
『
ラ
ヂ
オ
の
時
間
』

な
ど
の
音
楽
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の

ス
タ
ン
ス
を
貫
き
続
け
て
い
ま
す
。

−

今
後
の
目
標
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

服
部
　
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
に
挑
戦
し
た
い
で

す
ね
。
長
期
公
演
に
耐
え
ら
れ
る
オ
ペ
ラ
を
作

る
の
が
目
標
で
す
。そ
の
た
め
に
、観
客
に
と
っ

て
は
上
演
時
間
が
長
い
の
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
観
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
映
画
一
本
程
度
の

長
さ
の
オ
ペ
ラ
を
構
想
中
で
す
。
重
鎮
と
呼
ば

れ
る
年
齢
に
な
っ
て
か
ら
手
が
け
る
の
で
は
な

く
、
体
力
に
自
信
が
持
て
る
五
十
代
前
半
ま
で

に
ト
ラ
イ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」

恩
師
の
言
葉
が
心
の
糧
に

−

成
蹊
学
園
時
代
に
学
ば
れ
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
活
動
に
生
き
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

服
部
　
成
蹊
小
学
校
の
担
任
だ
っ
た
木
村
先

生
の
口
癖
で
あ
っ
た
「
継
続
は
力
な
り
」
と
い

う
言
葉
が
、
私
に
と
っ
て
の
い
わ
ば
座
右
の
銘

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
村
先
生
は
、
生

徒
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
叱
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
結
果
が
問
題
な
の
で
は
な

い
。
努
力
し
続
け
る
姿
勢
が
大
切
な
の
だ
。
だ

か
ら
、
た
と
え
無
理
そ
う
に
思
え
る
こ
と
で
も
、

怖
じ
気
づ
か
ず
に
ト
ラ
イ
し
な
さ
い
。
頑
張
っ

て
取
り
組
も
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
尊
い
こ
と

な
の
だ
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
が
今
で
も
心
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

−

最
後
に
、
成
蹊
学
園
の
後
輩
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

服
部
　
今
申
し
上
げ
た
「
継
続
は
力
な
り
」
と

い
う
言
葉
を
送
り
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の

私
は
け
っ
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
挫
折
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
小

学
校
受
験
に
一
度
失
敗
し
て
い
ま
す
し
、
コ
ン

セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
入
学
に
も
二
年
を
要
し
ま

し
た
。
作
曲
の
仕
事
も
、
最
初
か
ら
自
分
の
思

い
通
り
の
方
向
性
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
自
分
を
信
じ
て
、
あ
き
ら
め
ず

に
継
続
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
ふ
と
し
た

き
っ
か
け
で
、ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
〝
化
学
反
応
〞

が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
が
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
、

必
ず
道
が
開
け
る
の
で
す
。
挑
戦
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
な
け
れ
ば
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

途
中
で
投
げ
出
さ
な
い
で
、
頑
張
り
続
け
る
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
広
報
課
）

倒
産
と
い
い
ま
す
。
こ
の
ど
う
に
も
行
き
詰
ま
っ
た
感
じ
が
、

倒
産
と
い
う
言
葉
の
印
象
を
悪
く
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
注
目
す
べ
き
は
倒
産
「
後
」
で
す
。

経
済
社
会
全
体
と
の
関
係
で
倒
産
と
い
う
現
象
を
眺
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
企
業
の
倒
産
は
、
不
採
算
企
業
を
清
算

し
、
そ
の
企
業
が
有
し
て
い
た
財
産
を
解
体
し
て
、
別
の

よ
り
有
益
な
事
業
で
そ
れ
ら
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
、
そ
の
企
業
の
財
務
状
況
を

改
善
し
た
り
、
経
営
組
織
を
新
し
く
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
企
業
の
再
生
を
図
る
と
い
う
こ
と
も
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
航
空
の
会
社
更
生
事
件

な
ど
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
倒
産
は
、

企
業
活
動
の
新
陳
代
謝
を
図
り
、
経
済
社
会
を
活
性
化

す
る
、社
会
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。

倒
産
法
と
は
何
か

そ
の
「
倒
産
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
を
定
め

て
い
る
の
が
、
私
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
倒
産
法
で
す
。

倒
産
法
の
世
界
は
と
て
も
複
雑
で
す
。
そ
も
そ
も
登
場
す

る
主
体
が
非
常
に
多
い
。
少
し
考
え
た
だ
け
で
も
、
倒
産

し
た
企
業
、
そ
の
経
営
者
、
従
業
員
、
金
融
機
関
、
複

数
の
取
引
相
手
等
々
、
本
当
に
多
く
の
関
係
者
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
権
利
を

強
く
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
を
一
所
で
処
理
し
よ
う
と
い
う

の
で
す
か
ら
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
の
が
む
し
ろ
当
然
と

言
え
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
、
倒
産
を
契
機
と
し
て
そ
の
企

業
あ
る
い
は
事
業
を
再
生
す
る
こ
と
も
広
く
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
倒
産
法
の
世
界
で
も
、裁
判
所
で
行
わ
れ
る
適
正
・

公
正
な
手
続
の
下
、
倒
産
か
ら
始
ま
る
再
ス
タ
ー
ト
に
向

け
、
倒
産
事
件
を
処
理
す
る
弁
護
士
や
関
係
人
た
ち
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
生
き
生
き
と
し
た
活
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
倒
産
法
の
世
界
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
関
係
が
錯
綜
す

る
緊
張
感
漂
う
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
世
界
で
も
あ

り
ま
す
。

私
は
、
倒
産
法
に
お

け
る
各
種
法
律
関
係
を

ど
の
よ
う
に
処
理
す
る

か
、
倒
産
処
理
手
続
は

経
済
社
会
と
ど
の
よ
う

に
向
き
合
う
べ
き
か
等

を
常
日
頃
考
え
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は

も
ち
ろ
ん
簡
単
に
答
え

の
出
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
あ
あ
で
も
な

い
こ
う
で
も
な
い
と
行

き
つ
戻
り
つ
考
え
る
の

繰
り
返
し
で
す
。

自
分
で
考
え
る
こ
と

世
の
中
の
多
く
の
こ
と
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
ど
れ
が

正
答
な
の
か
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
正
解
な
ん
て
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
ど
う
に
か
考
え
、
最
適
な
解
決
策

を
導
き
出
す
し
か
な
い
の
で
す
。
法
学
も
同
じ
で
す
。
正
し

い
答
え
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
く
、
自
分
で
考
え
抜
く
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
る
と
い
う
作
業
は
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
す
が
、
そ
の
楽
し
さ
は
、
残
念
な
が
ら
自
分
で
汗
水
た

ら
さ
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
教
員

は
そ
こ
に
至
る
道
筋
を
手
助
け
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
ゼ
ミ
の
仲
間
と
共
に
、
時
に
厳
し
く
時
に
楽
し
く
、

考
え
る
術
を
学
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
は
前
向
き
な
倒
産
の
世
界

「
倒
産
法
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
と
、
一
瞬

「
え
っ
」
と
い
う
顔
を
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ど

う
も
、
学
生
や
一
般
の
方
々
に
と
っ
て
倒
産
と
は
で
き
る
だ

け
避
け
た
い
事
態
で
あ
っ
て
、
そ
こ
ま
で
行
っ
た
ら
も
う
終

わ
り
と
い
う
後
ろ
向
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
倒
産
と
い
う
現
象
あ
る
い
は
倒
産
法
の
世
界
を
覗
い

て
み
る
と
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
倒
産
は

私
た
ち
の
経
済
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
ま
た
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
機
会
を
与
え
る
と
い

う
前
向
き
か
つ
生
き
生
き
と
し
た
場
面
で
も
あ
り
ま
す
。

社
会
に
必
要
な
倒
産
シ
ス
テ
ム

自
由
な
経
済
活
動
が
認
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
社
会
に

お
い
て
は
、
景
気
の
変
動
や
経
営
者
の
経
営
能
力
の
不
足
、

産
業
構
造
の
変
化
と
い
っ
た
原
因
に
よ
っ
て
、
企
業
の
収
益

が
低
下
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
状
態
が
続

く
と
、
企
業
は
金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金
や
取
引
相
手

に
対
す
る
代
金
な
ど
を
支
払
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
他
人
に
対
す
る
債
務
を
支
払
え
な
く
な
っ
た
状
態
を

3年生ゼミにて。判例研究を行っているところ。 1年生ゼミにて。
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成
蹊
中
学
校
・
小
学
校
の
設
立

中
村
春
二
が
「
新
教
育
」
を
提
唱
し
た
大
正
期

は
、
政
治
・
社
会
文
化
の
各
方
面
で
新
た
な
動
き

が
巻
き
起
こ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
政
党
政
治
の
進

展
は
、
普
通
選
挙
を
求
め
る
社
会
運
動
や
民
本
主

義
の
台
頭
を
促
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
呼
ば
れ

る
社
会
風
潮
を
生
み
出
し
て
いっ
た
。

そ
の
影
響
は
教
育
界
に
も
波
及
し
、
従
来
の
知

育
偏
重
の
教
育
を
改
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性

を
尊
重
す
る
自
由
主
義
的
な
教
育
運
動
が
展
開
さ

れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
後
に
「
大
正
自
由
教
育
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
中
村
の
活
動
は
、
ま

さ
に
運
動
の
先
駆
け
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

成
蹊
実
務
学
校
を
設
立
し
て
「
人
物
養
成
」
を

は
じ
め
た
中
村
の
も
と
に
は
、
学
校
新
設
を
求
め

る
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
中
村
は
成
蹊
中
学

校
を
皮
切
り
に
、
成
蹊
小
学
校
、
成
蹊
女
学
校
・

成
蹊
実
業
専
門
学
校
を
相
次
い
で
設
立
し
、
社
会

の
要
請
に
応
え
る
と
と
も
に
、
各
校
に
お
い
て
、
自

ら
が
理
想
と
す
る
教
育
を
実
践
し
た
。

一九一四
（
大
正
三
）
年
に
開
校
し
た
成
蹊
中
学
校

は
、
中
村
や
岩
崎
小
弥
太
、
今
村
繁
三
ら
の
母
校
で

あ
る
東
京
高
等
師
範
附
属
中
学
の
同
窓
生
た
ち
の

要
望
に
応
え
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
設
立
趣
旨
に
は
、
当
時
の
中
等
教
育
の
問
題
点
を

指
摘
し
、
一
学
級
三
十
名
以
内
の
堅
持
、
徳
育
の
重

視
な
ど
の
教
育
方
針
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同

校
の
設
立
に
よ
り
、
成
蹊
教
育
の
対
象
は
「
中
流
以

上
の
子
弟
」
に
ま
で
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

成
蹊
中
学
校
の
教
育
は
、
集
団
と
し
て
の
規
律
を

重
ん
じ
る
と
と
も
に
、
生
徒
の
個
性
を
伸
ば
す
配
慮

が
徹
底
し
て
い
た
。
成
績
優
秀
な
俊
才
も
多
く
、
そ

う
し
た
生
徒
は
「
飛
級
」
で
随
時
、
上
の
ク
ラ
ス
に

編
入
さ
れ
、
四
年
修
了
で
上
級
校
へ
進
学
す
る
道
も

開
か
れ
て
い
た
。
有
名
上
級
校
へ
の
合
格
率
は
抜
群

で
、
最
難
関
と
さ
れ
た一高
への
入
学
率
も
高
か
っ
た
。

他
方
で
、
試
験
結
果
が
不
良
な
生
徒
は
ど
し
ど
し
落

第
さ
せ
た
。
た
だ
し
中
村
は
、
落
第
生
が
出
る
の
は

教
師
自
身
の
教
育
の
失
敗
だ
と
し
て
、
教
師
に
猛
省

を
求
め
る
と
と
も
に
、
落
第
生
に
対
し
て
、
不
得
手

科
目
の
み
を
特
別
指
導
す
る
方
法
を
取
り
入
れ
た
。

落
第
生
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
自
奮
自

励
の
気
性
を
喚
起
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
成
績
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
、
次
の
年
に
飛

級
し
て
ま
た
元
の
ク
ラ
ス
に
戻
る
生
徒
も
出
る
な
ど
、

大
き
な
教
育
効
果
を
あ
げ
た
。

翌
一
九
一五
（
大
正
四
）
年
に
は
、
成
蹊
小
学
校

が
開
校
し
た
が
、
こ
れ
は
中
学
校
開
校
に
伴
う
必

然
的
な
流
れ
で
も
あ
っ
た
。
中
学
校
入
学
者
が
、
す

で
に
出
身
小
学
校
の
型
に
は
ま
っ
て
お
り
、
な
か
に

は
成
蹊
の
気
風
に
馴
染
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
小
学
校
は
学
校
教
育
に
お
け
る
人
間
形

成
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
。

教
育
の一貫
性
を
考
え
る
と
、
中
学
校
教
育
の
充
実

の
た
め
に
は
、
そ
の
根
底
と
な
る
小
学
校
教
育
か
ら

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
決
意
し
た

中
村
は
小
学
校
開
校
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
小

学
校
教
育
で
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
自
学
自
修
の

習
慣
の
確
立
だ
と
考
え
て
い
た
中
村
は
、
設
立
趣
旨

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

何
事
も
自
奮
自
励
の
精
神
を
も
っ
て
当
た
ら
し
め
、

自
分
の
た
め
の
教
育
だ
と
い
う
こ
と
を
、小
さ
い
時
か
ら
し
っ

か
り
と
会
得
さ
せ
た
い
。
教
育
は
、
自
分
自
身
の
発
達
進

歩
の
た
め
に
、
自
ら
進
ん
で
受
く
べ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
、
本
当
に
分
か
り
さ
え
す
れ
ば
基
礎
の
教
育
は
成
功
し

た
と
思
っ
て
よ
い
。
自
学
自
修
の
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
が
、
小
学
校
教
育
の
根
底
。
こ
の
根
底
を
つ
く
る

の
が
、
成
蹊
小
学
校
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

女
学
校
・
実
業
専
門
学
校
の
開
校

次
い
で
、一九一七
（
大
正
六
）
年
、
成
蹊
女
学
校
、

成
蹊
実
業
専
門
学
校
が
同
時
に
誕
生
し
た
。

成
蹊
女
学
校
の
開
校
は
、
成
蹊
小
学
校
に
お
け
る

経
験
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
学
校
を
開
校

し
、
子
ど
も
た
ち
を
預
かって
み
る
と
、
す
で
に
母
親

に
よって
子
ど
も
の
根
本
的
な
性
格
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
望
ま
し
い
方
向
に
指
導
す
る
に
は
様
々
な
困
難

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
村
は
、
母
親
の
教
育
こ
そ
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
女
学
校
教
育
の
改
造

か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
中
村
は
、
女
子
の
教
育
は
男
子
以
上
に

鍛
練
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ど
ん
な
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
も
、
平
静
で
、
毅
然
と
し
て
立
つ
こ

と
が
で
き
る
女
子
で
な
け
れ
ば
、
堅
実
な
子
ど
も
は

育
成
で
き
な
い
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

開
校
に
際
し
て
中
村
は
、
お
茶
の
水
女
子
高
等

師
範
の
垣
内
松
三
教
授
、
津
田
塾
の
津
田
梅
子
女

史
に
教
師
の
推
薦
を
依
頼
。
充
実
し
た
陣
容
で
成

蹊
女
学
校
は
第
一歩
を
踏
み
出
し
た
。

最
後
に
、
成
蹊
実
業
専
門
学
校
は
、
岩
崎
が
社

長
を
務
め
て
い
た
三
菱
合
資
会
社
の
要
請
に
よ
り
、

実
業
界
、
と
く
に
三
菱
の
中
堅
的
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

そ
の
教
育
は
、
実
業
専
門
学
校
で
あ
り
な
が
ら
実

業
教
育
に
偏
重
せ
ず
、
自
力
教
育
の
強
調
、
人
格
教

育
、
精
神
主
義
教
育
、
基
礎
学
科
の
徹
底
な
ど
に
重

点
が
置
か
れ
、
内
容
的
に
は
高
等
商
業
の
学
科
目
を

加
え
た
高
等
学
校
、
あ
る
い
は
よ
り
高
度
な
大
学
課

程
に
準
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
成
蹊
実

業
専
門
学
校
に
お
い
て
も
少
数
定
員
主
義
を
堅
持
。

一
学
級
三
十
五
名
以
内
と
し
た
が
、
三
菱
の
要
請
で

誕
生
し
、
就
職
も
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

百
四
十
名
も
の
志
願
者
が
殺
到
し
た
。
し
か
も
、
実

際
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
の
は
二
十
二
名
。
文
部
省

か
ら
は
定
員
数
を
入
学
さ
せ
る
べ
き
と
抗
議
さ
れ
た

が
、
中
村
は
形
式
的
に
定
員
を
満
た
す
こ
と
を
せ
ず
、

あ
く
ま
で
学
生
の
質
を
重
視
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
諸
学
校
が
整
備
さ
れ
、
成
蹊
教

育
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、一九一九
（
大
正

八
）
年
に
は
、
五
学
校
を
統
合
し
た
財
団
法
人
成

蹊
学
園
が
成
立
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
施

設
の
拡
充
は
池
袋
校
地
の
狭
隘
を
も
た
ら
し
、
吉
祥

寺
校
地
への
移
転
が
検
討
さ
れ
る
と
と
も
に
、一九
二
四

（
大
正
十
三
）
年
の
中
村
春
二
早
世
と
い
う
不
幸
に

も
見
舞
わ
れ
、大
き
な
転
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
の
要
請
に
応
え
、
中
学
校
を
創
設
。
次
い
で
小
学
校
、
女
学
校
、
実
業
専
門
学
校
を
設
立
し
、

各
校
に
お
い
て
自
ら
が
理
想
と
す
る
教
育
を
実
践
し
ま
し
た
。

池
袋
の
各
校
の
誕
生

●
次
回
の
テ
ー
マ
は「
吉
祥
寺
移
転
と
旧
制
高
校
」で
す
。

（
企
画
・
監
修  

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
推
進
室
）

左より、中学校寄宿舎、実務学校寄
宿舎、中村春二自宅、成蹊実務学校
校舎、成蹊中学校校舎。手前に広が
るのは、農業実習地。

上：「青春の血」（大正7年発行） ※1
左：小学校設立趣旨書と、当時の制服
中：女学校生徒と外国人教師のスナップ ※2
右：成蹊教育の機関紙「新教育」第2巻第2号

（大正5年発行） ※3

※1 成蹊実業専門学校生徒が、入学当時から1学年の終わりにかけての出来事を綴った文集。
※2 成蹊女学校では、新しい時代には語学が重要と考え、英字新聞や外国語雑誌を読み、
 かつ外国人との会話もこなせるよう語学教育に力を入れていた。
※3 表紙は、中村春二の教育についての考えを描いた「教育図解」。個性尊重の少人数教育の

重要性を、コップの形状や大きさ、水の注ぎ方で表している。



査
し
ま
す
。
あ
ま
り
お
客
が
い
な
い
の
で
流

行
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
店
が
、
固
定

客
を
抱
え
て
い
る
た
め
利
益
を
上
げ
て
い
た

り
、
電
話
注
文
を
中
心
と
し
て
い
る
だ
け
で

意
外
と
有
名
だ
っ
た
り
…
…
。
ビ
ジ
ネ
ス
に

は
多
様
な
形
態
が
あ
り
、
店
頭
が
賑
わ
っ
て

い
る
か
ら
利
益
が
上
が
る
と
い
っ
た
単
純
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
学
生

に
調
査
対
象
を
選
ば
せ
る
と
、
有
名
大
手
企

業
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
あ
え
て
地
元
商
店

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
思
い
が
け

な
い
発
見
、
驚
き
が
得
ら
れ
、
発
想
が
豊
か

に
な
る
の
で
す
。
そ
の
上
で
、三
年
次
の
『
情

報
分
析
演
習
Ⅲ
・
Ⅳ
』
で
は
、
実
際
の
企
業

に
協
力
を
依
頼
し
、
そ
の
企
業
が
提
示
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
問
題
解
決
を
図
る
企
画
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
」（
中
西
寛
子
教
授
）。

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
履
修
し
た
学
生
は

就
職
状
況
も
好
調

で
、
就
職
後
も
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
活
躍
を
見

せ
て
い
ま
す
。
そ
の

要
因
と
し
て
は
「
論

理
的
、
客
観
的
な
視

点
が
養
わ
れ
、
社
会

に
出
て
か
ら
も
積
極

的
に
提
案
す
る
力
が
身
に
つ
く
こ
と
（
ザ
ブ
ス

ラ
ッ
ク
教
授
）」、「
最
低
で
も
六
つ
の
企
画
書

を
作
成
し
て
い
る
の
で
、
就
職
試
験
の
面
接
で

話
題
に
困
る
こ
と
が
な
い
こ
と
（
中
西
教
授
）」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

学
生
の
意
欲
も
旺
盛
で
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
定

員
約
四
十
名
に
対
し
て
、
二
〇
一
〇
年
度
は
国

際
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
・
一
五
倍
、
情
報
分

析
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
一
・
六
一
倍
の
競
争
率
で
し

た
。「
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
存
在
が
入
学
動
機

に
な
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
選
抜
試
験
に

合
格
す
る
た
め
に
は
、
一
年
次
の
成
績
が
重
要

に
な
る
の
で
、
好
成
績
を
あ
げ
る
た
め
に
一
所

懸
命
勉
強
し
よ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
強

化
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」（
中
西
教
授
）。

学
び
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
に

A
A
B
を
導
入

さ
ら
に
、
経
済
学
部
で
は
、
A
A
B
（
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
）
と

い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
学

修
に
関
わ
る
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
に
、
複
数

教
員
が
一
年
を
通
じ
て
窓
口
を
開
き
、
相
談
に

応
じ
る
制
度
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
学
生
の

興
味
・
関
心
に
基
づ
く
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

よ
り
き
め
細
か
く
設
計
で
き
る
よ
う
に
指
導
す

る
こ
と
、
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
全
学
で

厳
格
に
成
績
を
評
価
す
る
G
P
A
制
度（G

rade 

Point A
verage

）
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
関
係

し
て
い
ま
す
。

「
経
済
学
部
で
は
、
G
P
A
を
も
と
に
、
成

績
優
秀
者
を
学
部
長
表
彰
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
定
の
成
績
基
準
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、

年
間
四
十
八
単
位
ま
で
履
修
可
能
と
す
る
制

度
も
採
用
。
そ
れ
を
生
か
し
て
、
三
年
で
卒

業
（
早
期
卒
業
制
度
）
し
て
大
学
院
に
進
学

し
た
り
、
海
外
に
留
学
す
る
学
生
も
見
ら
れ

ま
す
」（
藤
垣
学
部
長
）。

一
方
で
、
成
績
不
振
者
に
対
し
て
は
退
学
勧

告
を
行
う
制
度
も
あ
り
、
A
A
B
は
そ
う
し
た

学
生
を
指
導
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

「
退
学
勧
告
対
象
者
面
談
、
成
績
不
振
学
生

面
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
単
純
に
退

学
を
促
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
学

徹
底
的
に「
学
ぶ
側
」の
視
点
に
立
っ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

二
〇
〇
四
年
度
、
経
済
学
部
は
、
人
間
性

と
品
格
の
養
成
を
重
要
な
教
育
目
標
に
、
専

門
知
識
と
技
能
を
持
ち
、
自
ら
の
力
で
問
題

を
発
見
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
立

し
た
職
業
人
」
の
育
成
を
目
指
し
、
そ
れ
ま

で
の
経
済
学
科
、
経
営
学
科
を
統
合
し
、
経

済
経
営
学
科
の
一
学
科
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
一
年
次
に
経
済
学
、
経
営
学
の

基
礎
を
修
得
し
た
上
で
、二
年
次
か
ら
五
コ
ー

ス
に
分
か
れ
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
従
来
の
学
科
構
成
は
、
教
え
る
側
か
ら

の
学
問
体
系
に
基
づ
く
分
類
で
し
た
。
学
ぶ

側
に
視
点
を
置
け
ば
、
将
来
、
学
ん
だ
知
識

を
実
社
会
で
応
用
す
る
に
は
、
経
済
、
経
営

両
方
の
知
見
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

一
学
科
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
ま
た
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
る
た
め
に
は
、
学
び
の
内
容
が
現
実
世
界

と
直
結
し
て
い
る
と
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
コ
ー
ス
は
、
現
代

の
経
済
社
会
が
直
面
す
る
問
題
を
そ
の
ま
ま

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
ト
ピ
ッ

「
国
際
社
会
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
、
異
文

化
理
解
の
講
義
や

デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
通
し
て
、
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
単
純

な
日
常
英
会
話
の
レ

ベ
ル
を
超
え
た
英
語

力
が
養
わ
れ
て
い
る
と
、
ロ
ナ
ル
ド
・
S
・
ザ

ブ
ス
ラ
ッ
ク
教
授
は
自
信
を
見
せ
て
い
ま
す
。

「
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
、『
技
術
の
発
達
は
良
い

面
よ
り
悪
い
面
が
多
い
の
か
』『
日
本
で
は
高

い
学
歴
を
持
つ
べ
き
か
』『
図
書
館
に
は
マ
ン

ガ
も
置
く
べ
き
か
』
と
い
っ
た
幅
広
い
テ
ー
マ

を
設
定
。
肯
定
、
否
定
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

英
語
で
発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
相

手
の
意
見
を
聞
き
、
咀
嚼
し
た
上
で
自
分
の
意

見
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
、
論
理
的
思
考
力

や
柔
軟
な
発
想
力
が
養
成
さ
れ
ま
す
。
準
備
段

階
か
ら
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
取
り
組
む
た
め
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
も
体
感
す
る
こ
と
か

で
き
ま
す
」。

一
方
の
「
情
報
分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
企

画
・
調
査
・
情
報
収
集
能
力
、
情
報
分
析
能
力
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
養
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
授
業
は
、

提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
学
生
が
調

査
、
分
析
し
て
、
問
題
解
決
を
図
り
、
そ
の
結

果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ス
タ
イ
ル

で
進
め
ら
れ
ま
す
。
テ
ー
マ
は
き
わ
め
て
具

体
的
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
た
と
え
ば
、
二
年
次
の
『
情
報
分
析
演

習
Ⅰ
』
で
は
、
吉
祥
寺
の
様
々
な
商
店
を
調

人
間
性
と
品
格
の
養
成
を
教
育
目
標
に

「
自
立
し
た
職
業
人
」
の
育
成
を
目
指
す

成蹊学園創立
100周年記念

事業特集
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ク
ス
に
即
し
た
学
び
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
関
連
す
る
知
識
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
自
ら
問
題
を
見
つ
け
、
解
決
を
図
る
能

力
と
、
多
元
的
な
視
点
、
広
い
視
野
を
養
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
藤
垣
芳
文 

経

済
学
部
長
）。

社
会
で
即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
て
る

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
ら
に
、
意
欲
の
高
い
学
生
に
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
学
び
を
提
供
す
る
二
つ
の
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
企
画・
監
修   

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
推
進
室
）

生
は
こ
の
機
会
を
通
し
て
学
修
継
続
の
意
欲
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
し
、
そ
の
後
、
見
事
に
成

績
を
持
ち
直
し
て
卒
業
し
た
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
学
生
に
き
め
細
か
く
対
応

し
、
早
め
の
修
正
を
図
る
た
め
の
制
度
な
の
で

す
」（
義
村
敦
子
教
授
）。

き
め
細
や
か
な
指
導
が
特
徴
の

少
人
数
ゼ
ミ
は
成
蹊
教
育
の
要

も
ち
ろ
ん
、
成
蹊
教
育
の
特
徴
で
あ
る
ゼ
ミ

に
も
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
各
年
次
に
は
少

人
数
の
演
習（
ゼ
ミ
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

三
年
次
の
演
習
は
コ
ー
ス
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な

く
履
修
も
可
能
。
多
様
な
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
こ
と
が
で
き
る
学
び
の
環
境
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
四
年
次
は
卒
業
論
文
で
は
な
く
、
卒

業
研
究
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
論
文
形
式
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
多
様
な
研

究
成
果
を
評
価
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

「
受
験
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
経
済
学
部

の
志
願
者
数
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
現
代

社
会
の
具
体
的
な
問
題
を
軸
に
学
べ
る
点
が
、

受
験
生
の
関
心
を
惹
き
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
入
学
後
も
、
現
実
社

会
の
課
題
を
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
に
選
ぶ
学
生

が
目
立
つ
な
ど
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、
藤
垣
学
部
長
は
語
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
で
は
、
二
〇
〇
四
年
度
、
二
学
科
を
「
経
済
経
営
学
科
」
に
統
合
。

現
代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
五
つ
の
コ
ー
ス
を
柱

に
、
や
る
気
と
行
動
力
を
発
揮
で
き
る
学
び
の
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▲教員と学生の日常的なふれあいを通じて、高い専門性と豊かな人間性を育む（きめ細やかな指導が特徴の少人数ゼミ）
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藤垣芳文 経済学部長

経
済
学
部 

経
済
経
営
学
科



大学の近況

学園の“いま”をお知らせします。
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欅
祭第

四
十
九
回
欅
祭
が
、
十
一
月
二
十
日
、
二
十
一
日

の
両
日
、
「
C
a
n
v
a
s
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
催
さ
れ
、

両
日
と
も
に
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
両
日
、
中
庭
に
設
営
さ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
で
は
学
生
た
ち
の
迫
力
あ
る
ラ
イ
ブ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
毎
年
恒
例
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
模
擬
店
、
成
蹊
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
ン
ゴ
大
会

「
A
D
V
E
N
T
U
R
E 

B
I
N
G
O
」
な
ど
欅
祭
本
部

に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
は
今
回
も
大
好
評
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講
習
会

十
一
月
八
日
と
十
日
の
二
日
間
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
と
は
、
聴

覚
が
不
自
由
な
学
生
の
た
め
に
、
二
人
一
組
で
講
義
内
容

を
筆
記
や
P
C
に
よ
り
「
同
時
通
訳
」
す
る
こ
と
で
す
。

講
習
会
で
は
、
前
半
に
現
在

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
活
動
を
行
っ
て

い
る
学
生
に
よ
り
、
ノ
ー
ト
テ

イ
ク
の
概
要
・
方
法
に
つ
い
て

解
説
が
あ
り
、
後
半
で
は
実
践

が
行
わ
れ
、
体
系
的
に
ノ
ー
ト

テ
イ
ク
を
理
解
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
講
習

会
は
、
二
月
に
も
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

二
〇
一
一
年
度
入
試
に
む
け
て

本
学
で
は
、
高
校
生
の
大
学
見
学
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
十
一
月
三
十
日
現
在
、
延
べ
六
十
校
、

二
千
七
百
名
の
高
校
生
と
保
護
者
が
、
総
合
学
習
、
進
路

指
導
の
一
環
と
し
て
来
校
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
お
も
に

一
、
二
年
生
で
、
初
め
て
大
学
を
訪
れ
る
生
徒
も
多
く
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
す
。

大
学
見
学
を
通
じ
て
高
校
生
活
と
大
学
生
活
の
違
い
を

認
識
し
、
進
学
に
対
す
る
目
的
意
識
を
向
上
さ
せ
る
な
ど

高
校
生
に
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
本
学
で
は
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
、
「
全
学
部
統

一
入
学
試
験
（
E
方
式
）
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

全
学
部
統
一
入
学
試
験
（
E
方
式
）
は
本
学
独
自
の
「
二

教
科
型
」
入
学
試
験
で
、
一
回
の
受
験
で
複
数
の
学
部

（
文
系
三
学
部
に
限
る
）
に
出
願
が
可
能
で
す
。
本
学
会

場
に
加
え
て
、
横
浜
と
さ
い
た
ま
に
会
場
を
設
け
、
計
三

会
場
で
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
日
は
二
月
三
日
（
木
）
の
午
後
か
ら
で
、
他
の
一

般
入
学
試
験
で
あ
る
本
学
独
自
の
三
教
科
型
（
A
方
式
）

や
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
型
（
C
方
式
、
S
方

式
）
と
の
併
願
も
で
き
ま
す
。

大
学
見
学
、
入
試
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
入
試
セ
ン
タ
ー  

電
話  

〇
四
二
二
―
三
七
―
三
五
三
三

「
エ
コ
大
学
」
で
五
位
に
入
賞

成
蹊
大
学
は
エ
コ
・
リ
ー
グ
（
全
国
青
年
環
境
連
盟
）

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
第
二
回
の
エ
コ
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
で
私
立
大
学
部
門
五
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
私
立
大
学
環
境
保
全
協
議
会
に
加
盟
す
る
私
立
大
学
と
、

国
公
立
大
学
全
校
の
計
七
百
四
十
四
校
を
対
象
に
環
境
へ

の
取
り
組
み
を
調
査
し
、
積
極
的
に
地
球
温
暖
化
対
策
を

行
っ
て
い
る
大
学
を
「
エ
コ
大
学
」
と
し
て
表
彰
す
る
も

の
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
二
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

避
難
訓
練

十
月
十
九
日
、大
学
二
号
館
・
け
や
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
通
常
の
授
業
時

間
か
ら
昼
休
み
に
か
け
て
行
わ

れ
、
大
学
二
号
館
内
か
ら
け
や

き
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
緊
急
避
難
を

行
い
、
そ
の
後
、
体
育
館
前
に

て
消
火
器
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

成
蹊
学
園
は
教
育
機
関
と
し

て
、
児
童
・
生
徒
・
学
生
の
安

全
を
第
一
と
考
え
、
防
災
訓
練

を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

四
大
学
運
動
競
技
大
会

第
六
十
一
回
四
大
学
運
動
競
技
大
会
（
四
大
戦
）
本

戦
が
十
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
学
習

院
大
学
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
大
戦
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流
の
あ
る
成
蹊
大
学
、
学
習
院

大
学
、
成
城
大
学
、
武
蔵
大
学
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

親
睦
を
深
め
る
目
的
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
伝
統
あ
る

行
事
で
す
。
本
学
は
昨
年
度
に
続
き
、
総
合
順
位
で
惜

し
く
も
第
二
位
と
い
う
成
績
を
修
め
ま
し
た
。

十
月
二
十
九
日
に
は
、
四
大
戦
で
活
躍
し
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
団
体
を
表
彰
す
る
「
成
績
優
秀
団
体
賞

状
授
与
式
」
が
本
館
前
に
て
行
わ
れ
、
学
長
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
へ
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

J
R
中
央
線
・
関
東
バ
ス
に
車
内
広
告
を
展
開

九
月
よ
り
成
蹊
大
学
で
は
、
J
R
中
央
線
快
速
電
車

と
武
蔵
野
営
業
所
管
内
の
関
東
バ
ス
車
内
に
、
本
学
の

広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
月
車
内
広
告
を
掲
示
し

て
い
ま
す
。

九
月
は
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
ウ
ィ
ー
ク
」
、
十
月
・
十
一

月
の
両
月
は「
公
開
講
座
」
を
掲
示
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

成
蹊
大
学
と
関
わ
り
の
な
か
っ
た
方
か
ら
も
多
く
ご
参
加

を
い
た
だ
け
た
こ
と

が
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

じ
、
わ
か
り
ま
し
た
。

二
月
か
ら
は
、
成

蹊
大
学
を
独
自
の
視

点
で
紹
介
す
る
連
載

形
式
の
新
シ
リ
ー
ズ

も
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。
J
R
中
央

線
と
関
東
バ
ス
を
ご

利
用
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
開
講
座

「
む
さ
し
の
〜
昨
日
・
今
日
・
明
日
〜
」

十
月
三
十
日
・
十
一
月
二
十
七
日
・
十
二
月
四
日
・

十
一
日
・
十
八
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
二
〇
一
〇
年

度
後
期
公
開
講
座
「
む
さ
し
の
〜
昨
日
・
今
日
・
明
日

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
回
で
あ
る
十
月
三
十
日

は
、
台
風
が
接
近
す
る
悪
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
蔵

野
市
民
の
方
々
を
は
じ
め
、

五
百
名
以
上
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
も
前
期
・

後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

武
蔵
野
市
寄
附
講
座
開
講

二
〇
一
〇
年
度
武
蔵
野
市
寄
附
講
座
が
、「『
美
し
か
っ

た
国
』
へ
」
を
テ
ー
マ
に
全
十
四
回
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講

師
を
お
招
き
し
、
世
界
の
混
迷
、
困
難
な
時
代
を
、
日
本

の
特
質
「
和
」
の
視
点
を
通
じ
て
、
戦
争
・
環
境
・
医

療
・
教
育
な
ど
の
分
野
か
ら
分

析
し
、
当
世
に
生
か
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
本
年
度
よ
り
導

入
さ
れ
た
成
蹊
教
養
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
一
科
目
と
し
て
も
開
講

さ
れ
て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
地

域
の
方
々
と
と
も
に
学
生
も
講

義
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
体
育
会
総
会

十
二
月
三
日
、
二
〇
一
〇
年
度
体
育
会
総
会
が
本
館
大

講
堂
で
行
わ
れ
、
本
年
度
の
活
動
報
告
の
ほ
か
、
来
年
度

の
新
役
員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
一
年
間
の
活
動
で
特
に
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
団
体
お
よ
び
個
人
に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
体

育
会
会
長
（
学
長
）
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
左
に
受
賞

者
を
掲
載
し
ま
す
。

学
位
授
与
式
の
ご
案
内

二
○
一
〇
年
度
成
蹊
大
学
学
位
授
与
式
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。

●
日
　
時
　
三
月
十
九
日
（
土
）
十
時
よ
り

●
場
　
所
　
大
学
体
育
館

―
ご
来
場
の
皆
さ
ま 

―

　
式
場
が
手
狭
な
た
め
、
式
場
へ
の
入
場
は
修
了
者
・
卒
業

者
ご
本
人
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ご
来
校
の
際
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
放
送
に
よ
り
式
の
様
子
を
別

会
場
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
予
め
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
会
場
は
、
大
学
四
号
館
ホ
ー
ル
他
で
す
。

　（
お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
）

2010 年度体育会受賞者

●優秀団体賞
剣道部（男子）
全日本学生剣道優勝大会 3年連続出場
硬式庭球部（男子）
関東学生硬式テニス連盟 3部昇格
ソフトボール部（男子）
東京都大学ソフトボール連盟 2部昇格
水泳部（男子）
関東学生水球リーグ戦 1部昇格
アーチェリークラブ（女子）
関東学生アーチェリー連盟 1部昇格
理工学部硬式庭球部（女子）
関東理工科大学硬式庭球連盟リーグ戦 4部昇格
準硬式野球部
東都大学準硬式野球連盟 春季大会 3部昇格
バレーボール部（男子）
関東大学バレーボール連盟 秋季リーグ戦男子 5部昇格
弓道部（男子）
東京都学生弓道連盟リーグ戦 3部昇格
ライフセービング部（男子）
全日本学生選手権大会ビーチリレー 4位入賞

●優秀個人賞
大河原 忠輝（漕艇部）
全日本大学選手権男子
　シングルスカル 8位入賞
菅沼 孝典（ライフセービング部）
全日本種目別選手権大会
　ビーチスプリント 6位入賞
伊藤 雅彦（ソフトボール部）
東京都大学ソフトボール連盟
　第3部 春季リーグ 首位打者
　第3部 秋季リーグ 最優秀防御率 
 最優秀選手賞受賞

※写真は1月掲載分



中学・
高等学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。
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P
T
A
レ
ポ
ー
ト

中
高
P
T
A
主
催
の
文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
担
当
さ
れ
た
P
T
A
役
員
の
方
か
ら
の
報
告
を

紹
介
し
ま
す
。

「
半
径
5
メ
ー
ト
ル
を
も
っ
と
明
る
く
」

P
T
A
教
養
部 

月
岡 

由
美

十
月
三
十
日
台
風
接
近
の
荒
れ
模
様
の
中
、
中
高
大

教
室
に
お
い
て
P
T
A
教
養
部
主
催
文
化
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
半
径
5

メ
ー
ト
ル
の
日
常
を

歌
う
音
楽
家
」
と
し
て
、

N
H
K
朝
の
「
歌
う
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
な
ど
メ

デ
ィ
ア
や
舞
台
で
ご
活
躍

の
秦
万
里
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
秦
さ
ん
は
、

女
性
と
し
て
、
高
校
生
の

双
子
の
お
嬢
さ
ん
の
母
と

し
て
、
主
婦
と
し
て
鋭
い

目
線
で
身
近
な
日
常
を
即
興
で
歌
に
し
、
ピ
ア
ノ
で
弾

き
語
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
音
楽
作
り
を
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
調
べ
で
始
ま
り
、

そ
の
曲
が
校
歌
だ
と
気
づ
い
た
と
き
か
ら
観
客
の
気
持

ち
は
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
朝
の
長
寿
番
組

の
挿
入
歌
、
自
作
の
「
は
な
ま
る
」
で
自
己
紹
介
。
幼

少
の
頃
か
ら
続
け
て
き
た
音
楽
へ
の
思
い
を
歌
っ
た

「
石
の
上
に
も
」
。
今
時
の
女
子
高
校
生
の
特
徴
を
見

事
に
つ
か
ん
だ
「
う
ち
の
娘
、
高
一
で
す
」
。
知
人
の

息
子
さ
ん
の
思
春
期
を
歌
っ
た
躍
動
感
あ
る
曲
に
な
っ

た
頃
に
は
、
会
場
は
お
腹
か
ら
の
笑
い
の
渦
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
「
今
日
は
あ
り
が
と
う
」
は
、
全

員
に
よ
る
手
話
と
合
唱
で
大
盛
り
上
が
り
。
ピ
ー
ク
は
、

「
緑
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
環
境
」
「
近
い
距
離
に
あ
る

先
生
と
生
徒
」
「
個
性
を
大
切
に
す
る
学
校
」
な
ど
、

「
成
蹊
の
よ
い
と
こ
ろ
」
を
会
場
の
声
を
集
め
て
作
り

上
げ
た
、
し
っ
と
り
と
す
て
き
な
成
蹊
の
歌
。
面
と
向

か
っ
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
え
な
い
人
の
こ
と
を
思

い
な
が
ら
聞
い
た
ア
ン
コ
ー
ル
曲
の
「
あ
な
た
が
」
に

は
、
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し

い
ピ
ア
ノ
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
込
め
ら
れ
た

ス
テ
ー
ジ
に
心
か
ら
笑
い
、
涙
し
た
一
時
間
半
。
ス

テ
ー
ジ
と
客
席
が
一
体
と
な
っ
た
大
教
室
は
、
暖
か
い

空
気
に
つ
つ
ま
れ
、
日
頃
お
会
い
す
る
こ
と
に
な
い
保

護
者
の
方
々
、
校
長
先
生
は
じ
め
先
生
方
と
の
距
離
を

近
く
に
感
じ
、
校
舎
で
こ
う
い
う
楽
し
い
一
時
を
持
つ

こ
と
の
意
味
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら「
楽
し
か
っ
た
」「
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と

い
う
感
想
を
い
た
だ
き
、後
日
秦
さ
ん
か
ら
も
お
礼
と
と

も
に
、「
成
蹊
が
い
つ
ま
で
も
自
由
で
自
然
豊
か
な
学
校

で
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
お
目
に

か
か
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

台
風
接
近
の
中
、
何
人
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け

る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
大
教
室
は
満
席
に
近
い
状
態

で
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
全
て
の
方
に
主
催
者
一
同
よ
り
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
等
学
校 

「
進
路
選
択
の
秋
」

毎
年
十
月
上
旬
に
、
高
校
一
、
二
年
生
に
対
し
て
次
年

度
の
授
業
選
択
コ
ー
ス
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
生
徒

た
ち
は
そ
の
後
一
か
月
余
に
わ
た
っ
て
自
分
の
将
来
を
見

つ
め
、
進
路
を
選
択
す
る
時
期
を
迎
え
ま
す
。

成
蹊
高
等
学
校
の
生
徒
は
ほ
ぼ
全
員
が
大
学
進
学
を
目

指
し
て
お
り
、
そ
の
進
路
は
、
成
蹊
大
学
へ
の
内
部
進
学
が

卒
業
生
全
体
の
三
割
か
ら
四
割
、
残
り
が
外
部
へ
の
進
学
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
学
分
野
は
文
系
、
理
系
、
医
歯

薬
系
、
芸
術
系
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
進
路
選
択
に

あ
た
っ
て
は
、
生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
を
醸
成
し
、
日
々
の

学
習
に
よ
り
高
い
目
的
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、

進
路
指
導
部
を
中
心
に
次
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
自
分
を
知
る

高
校
一
年
の
段
階
か
ら
自
分
の
志
向
や
適
性
を
少
し
ず

つ
理
解
し
て
い
く
た
め
に
自
己
分
析
の
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
を
利
用
し
て
自
分
の
身
近

な
職
業
や
興
味
あ
る
職
業
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
自
分
が

関
心
の
あ
る
こ
と
を
分
析
す
る
な
ど
し
て
将
来
の
イ
メ
ー

ジ
を
描
い
て
い
ま
す
。

●
社
会
を
知
る

広
く
社
会
に
触
れ
な
が
ら
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
た

め
に
、
多
方
面
で
活
躍
す
る
社
会
人
O
B
や
現
役
大
学
生

た
ち
の
講
演
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
幅
広
い
社

会
性
、
将
来
へ
の
展
望
を
身
に
つ
け
、
生
徒
が
よ
り
高
い

目
標
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
情
報
を
収
集
し
分
析
す
る

大
学
入
試
多
様
化
に
と
も
な
い
、
進
路
に
つ
い
て
考
え

る
際
に
、
よ
り
高
い
情
報
収
集
能
力
と
情
報
分
析
能
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
学
部
・
学
科
が
あ
り
、

そ
こ
で
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
生
徒
自
身
が
意

識
で
き
る
よ
う
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
を
促

す
と
と
も
に
、
成
蹊
大
学
お
よ
び
他
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
模
擬
講
義
や
講
演
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
ら

れ
た
情
報
を
生
徒
自
身
が
分
析
し
、
個
性
に
あ
っ
た
進
路

選
択
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

中
学
校　

遠
足

中
学
校
で
は
春
と
秋
の
年
二
回
遠
足
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
春
の
遠
足
で
は
、
一
年
生
、
二
年
生
が
夏
の
学

校
で
の
活
動
を
前
提
に
し
て
山
登
り
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
秋
の
遠
足
で
は
、
一
年
生
、
三
年
生
は
飯
盒
炊

さ
ん
を
中
心
と
し
た
野
外
調
理
、
二
年
生
は
来
年
度
五

月
に
予
定
し
て
い
る
、
奈
良
・
京
都
の
修
学
旅
行
で
の

活
動
を
念
頭
に
置
い
た
コ
ー
ス
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
秋
の
遠
足
は
十
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
年
生
は
奥
多
摩
・
氷
川
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
調
理
、
二
年
生
は
来
年
の
修
学
旅
行
で
の

京
都
市
内
一
日
班
行
動
に
備
え
て
、
鎌
倉
で
の
グ
ル
ー

プ
学
習
行
動
、
三
年
生
は
奥
多
摩
・
川
井
キ
ャ
ン
プ
場

で
鍋
料
理
の
野
外
調
理
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
天
で
気
温
も
低
く
、
生
徒
た
ち
に
は
気
の

毒
な
一
日
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
か
ま
ど
の

火
で
暖
を
と
り
な
が
ら
の

野
外
調
理
、
傘
を
差
し
な

が
ら
の
鎌
倉
探
訪
と
、
い

ず
れ
の
学
年
も
元
気
い
っ

ぱ
い
で
、
天
候
の
悪
さ
を

吹
き
飛
ば
し
て
遠
足
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
授
業
を
通
じ
て
進
路
を
見
出
す

学
校
で
日
々
行
わ
れ
る
多
彩
な
授
業
こ
そ
が
一
番
の
進

路
指
導
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
各
教
科
の

学
習
を
通
し
て
自
ら
の
興
味
・
関
心
の
方
向
性
を
見
出
し
、

自
分
で
希
望
の
進
路
を
切
り
開
い
て
い
く
、
そ
の
機
会
を

十
分
に
与
え
、
個
人
が
多
様
な
個
性
を
生
か
し
希
望
す
る

進
路
を
目
指
す
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
学
校
の
責
務
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
生
徒
た
ち
の
考
察
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
の
企
画
の
一
つ
と
し
て
、
十
月
二
十
八
日
の
午
後
、

高
校
一
、
二
年
生
を
対
象
に
し
た
進
路
企
画
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

高
校
一
年
生
に
対
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
を

利
用
し
て
成
蹊
大
学
の
二
人
の
先
生
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
ひ
と
り
は
文
科
系
を
代
表
し
て
文
学
部

現
代
社
会
学
科
の
見
城
武
秀
准
教
授
、
も
う
お
ひ
と
り
は

理
科
系
を
代
表
し
て
理
工
学
部
エ
レ
ク
ト
ロ
メ
カ
ニ
ク
ス

学
科
の
弓
削
康
平
教
授
で
、
い
ず
れ
の
先
生
も
、
現
在
の

研
究
分
野
の
こ
と
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
研
究
分
野
に

関
心
を
持
ち
今
に
至
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
御
自
身
の
体

験
に
基
づ
き
高
校
生
時
代
に
や
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ
と

な
ど
を
熱
心
に
語
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は
自
分
の
将
来
像
と

そ
こ
へ
向
か
う
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
の
一
端
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
二
年
生
に
は
、
成
蹊
大
学
を
は
じ
め
複
数
の
大
学

か
ら
十
八
名
の
先
生
方
を
迎
え
、
模
擬
講
義
を
一
斉
展
開

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
の
テ
ー
マ
は
、
心
理
学
、

政
治
学
、
建
築
学
、
生
化
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
生
徒

は
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
自
分
が
関
心
の
あ
る
二
科

目
の
講
義
を
受
け
、
大
学
で
の
講
義
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
、

関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
半
ば
に
は
高
校
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
成

蹊
大
学
各
学
部
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
来
年
度
の
授
業

コ
ー
ス
選
択
へ
向
け
、
ま
さ
に
「
進
路
選
択
の
秋
」
と

い
っ
た
様
相
で
す
。

進
路
指
導
は
こ
の
時
期
に
限
ら
ず
年
間
を
通
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
年
明
け
に
は
成
蹊
中
高
出
身
の
若
手
社
会
人

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
演
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
講
座
「
お
し
ゃ
れ
障
害
」

発
達
途
上
に
あ
る
中
学
生
、
高
校
生
が
自
ら
の
心
身

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
健
康
な
学
校
生
活
を

送
る
手
助
け
を
す
る
た
め
、
中
高
保
健
室
の
企
画
で
学

年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
健
康
講
座
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
十
一
月
に
は
、
皮
膚
科
医
の
原
田
栄
先
生
を
招

い
て
「
お
し
ゃ
れ
障
害
」
と
題
し
て
高
校
一
年
生
を
対

象
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
生
に
な
る

と
自
分
を
美
し
く
見
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
行
き
過

ぎ
た
お
し
ゃ
れ
に
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
日
の
講
演
で
は
化
粧
や
ピ
ア
ス
に
よ
る
健
康
被
害
の

症
例
の
ス
ラ
イ
ド
も
使
い
な
が
ら
、
高
校
生
に
ふ
さ
わ

し
い
身
だ
し
な
み
の
大
切
さ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
の
感
想
も
、
「
お
し
ゃ
れ
に
は
興
味
が

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
た
」
（
男
子
）
や
「
個
性
を
磨
く
の
は
内
面
だ
と

思
う
」
（
女
子
）
な
ど
、
こ
の
日
の
お
話
を
前
向
き
に

と
ら
え
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

他
学
年
で
は
、
中
一
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
中
二

と
高
二
は
性
、
中
三
は
薬
物
依
存
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ

れ
専
門
家
に
よ
る
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

運動部・文化部の活躍

●中学硬式庭球部
〈男子団体〉
東京都中学校新人テニス選手権大会 ベスト4
関東中学校新人テニス選手権大会 ベスト4

〈男子個人〉
東京都中学校新人テニス選手権大会
 シングルス 元岡祐 ベスト16
 ダブルス 元岡祐・松尾俊 ベスト4

〈女子団体〉
東京都中学校新人テニス選手権大会 第3位
関東中学校新人テニス選手権大会 ベスト8

〈女子個人〉
東京都中学校新人テニス選手権大会
 シングルス 観田ありさ ベスト16

●中学ラグビー部
東京都中学校ラグビー秋季大会 ベスト8

●高校ラグビー部
第90回全国高校ラグビー東京都予選 ブロックベスト8

●高校サッカー部
第89回高校サッカー選手権大会東京都大会
   ベスト16（Bブロックベスト8）

●高校演劇部
第64回東京都高等学校演劇コンクール中央発表会
   都高校演劇研究会長賞



小学校の近況

学園の“いま”をお知らせします。
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●

三
年
男
子
「
ア
メ
リ
カ
旅
行
日
誌
（
サ
ッ
カ
ー
交
流
）」

●

三
年
男
子
「
T
h
e 

S
e
i
k
e
i 

S
o
n
g
」

●

三
年
女
子
「
M
y  
Tr
i
p  

to  

San  

D
ieg
o
」

●

四
年
女
子
「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
ふ
れ
て
み
て
」

●

四
年
男
子
「
ロ
シ
ア
で
英
語
を
学
ん
だ
僕
と
ロ
シ
ア
で

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
人
た
ち
」

●

四
年
女
子
「
プ
ラ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

●

四
年
男
子
「
M
emo
r
ies 

o
f 

Cana
da
」

●

四
年
女
子
「〝
b
u
n
〞
を
「
あ
ん
パ
ン
」
に

 

―
訳
者
の
工
夫
に
つ
い
て
考
え
る
―
」

●

四
年
男
子
「
ミ
ッ
チ
ェ
ル
君
と
過
ご
し
た
二
か
月
間
」

●

五
年
女
子
「
身
近
に
感
じ
た
戦
争
と
平
和
」

●

五
年
男
子
「
初
め
て
中
国
に
行
っ
て
み
て
」

●

六
年
男
子
「
ど
ん
ぐ
り
と
や
ま
ね
こ
」

●

六
年
女
子
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
体
験
学
習
の
記
録
」

●

六
年
女
子
「
シ
カ
ゴ
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
」

●

六
年
女
子
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
食
事
に
つ
い
て
」

●

六
年
男
子
「
僕
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
へ
の
思
い
」

●

六
年
男
子
「
ロ
ン
ド
ン
旅
行
記
」

●

六
年
女
子
「
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
給
食
の
比
較
」

●

六
年
女
子
「
三
つ
の
国
で
暮
ら
し
た
六
年
間

 

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
体
験
学
習
を
終
え
て
―
」

●

六
年
女
子
「
C
I
S
V
東
海
ビ
レ
ッ
ジ
に
参
加
」

今
年
度
は
、
以
上
の
二
十
二
作
品
の
中
か
ら
●
の
三

作
品
が
「
所
長
賞
」
を
受
賞
し
、二
学
期
終
業
式
で
「
所

長
賞
・
交
流
賞
・
奨
励
賞
・
努
力
賞
」
の
小
学
校
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
賞
応
募
の
呼
び
か
け
、
応
募
作
品
の
第
一

次
審
査
、
そ
し
て
国
際
教

育
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
賞

審
査
委
員
会
の
最
終
審
査

に
至
る
ま
で
の
活
動
に
参

画
す
る
小
学
校
国
際
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
こ
う

し
た
ご
家
庭
の
理
解
を
背

景
と
し
た
応
募
者
の
増
加

は
、
そ
の
労
苦
を
超
え
た

喜
び
で
あ
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

ブ
ル
ッ
ク
劇
団
の
「
か
ら
騒
ぎ
」
成
蹊
公
演
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
、
学
園
H
P
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
国
際
教
育
委
員
会
で
は
、
九
月
二
十
一
日
に

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
劇
団
員
十
六
名
を
英
語
授
業
で
の
ゲ
ス

ト
と
し
て
招
い
た
り
、
昼
食
を
と
も
に
し
た
り
す
る
活

動
を
お
世
話
し
ま
し
た
。

英
語
授
業
で
は
、
午
前
中
に
十
学
級
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
生
が
ゲ
ス
ト
参
加
し
ま
し
た
。
四
年
生
と
六
年
生
の

普
通
学
級
や
六
年
生
の
国
際
学
級
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス
に

分
散
し
た
ゲ
ス
ト
大
学
生
が
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

繰
り
広
げ
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
昼
食
時
に
は
、
五
・
六
年
生
の
八
学
級
に
大
学
生

が
招
待
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
会
食
を
し
ま
し
た
。

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
劇
団
の
成
蹊
公
演
は
今
年
で
四
回
目

と
な
り
ま
す
が
、
劇
団
員
来
日
の
機
会
を
利
用
し
て
こ

う
し
た
子
ど
も
た
ち
と
の
接
点
を
継
続
企
画
す
る
こ
と

も
大
切
な
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

《
国
際
交
流
賞
》

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
か
け
で
、
小
中
高
大
の

児
童
・
生
徒
・
学
生
を
対
象
に
し
て
活
発
な
国
際
交
流

活
動
を
行
っ
た
個
人
や
学
級
・
学
年
を
表
彰
す
る
「
国

際
交
流
賞
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
度
が
第
一
回
で
、
六
名
の
応
募
者
が

あ
り
五
年
生
女
子
が
絵
本
の
翻
訳
を
ま
と
め
「
所
長

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
度
第
二
回
は

十
四
名
の
応
募
者
、
二
〇
〇
八
年
度
第
三
回
は
十
七
名
、

二
〇
〇
九
年
度
第
四
回
は
十
九
名
（「
所
長
賞
」
五
年

生
女
子
）
と
右
肩
上
が
り
の
応
募
者
の
増
加
が
あ
り
、

小
学
校
国
際
教
育
委
員
会
も
選
考
に
嬉
し
い
手
応
え
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。

第
五
回
の
二
〇
一
〇
年
度
は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生

ま
で
二
十
二
名
の
応
募
者
が
あ
り
ま
し
た
。
五
年
間
で

合
計
七
十
八
名
の
国
際
交
流
賞
へ
の
応
募
は
、
年
々
こ

の
国
際
交
流
賞
へ
の
ご
家
庭
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

左
に
今
年
度
の
応
募
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

●

一
年
女
子
「
た
の
し
く
う
た
お
う
」

●

一
年
男
子
「
イ
ン
ド
＆
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
教
室
」

「
創
り
だ
そ
う 

努
力
と
個
性
の 

夢
の
虹
」

昨
年
度
の
文
化
祭
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

で
年
明
け
の
二
月
に
延
期
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
予
定

通
り
に
、
秋
の
文
化
祭
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
一
学
期
の

運
動
会
や
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
と
と
も
に
こ
の
文
化
祭
を

外
部
へ
の
公
開
行
事
と
位
置

づ
け
て
お
り
、
今
年
も
三
千

名
を
越
え
る
参
観
者
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
と
教
員
と
が
総
合
力
を
発

揮
し
て
熱
心
に
準
備
に
取
り

組
み
、
展
示
に
舞
台
発
表
に

と
、
素
晴
ら
し
い
仕
上
が
り

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

六
年
生
は
、
各
学
級
が
舞

台
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
で
脚
本
を
書
い

た
り
、
演
出
に
つ
い
て
も
教

員
の
手
を
借
り
ず
に
熱
く

激
し
く
討
議
し
て
摺
り
合

わ
せ
て
い
っ
た
り
と
、
高
学
年
ら
し
い
劇
作
り
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
友
情
・
平
和
・
家
族
・
信
頼
と
い
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
劇
発
表
と
な
っ
た
の
も
今
年

の
特
徴
で
し
た
。

五
年
生
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年
目
前
と
い
う
時
期
に

ふ
さ
わ
し
く
、「
お
お
成
蹊
〜
成
蹊
今
・
昔
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
調
べ
学
習
の
展
示
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
中

村
春
二
先
生
の
生
い
立
ち
や
凝
念
・
心
力
歌
の
調
べ
、

駒
込
吉
祥
寺
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
草
創
期
と
現

代
の
制
服
や
校
章
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
比
較
、
さ
ら
に

は
身
近
な
小
学
校
O
B
の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
、
多
く
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
調

べ
が
、
け
や
き
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
や
太
鼓
部
、
今
年
度
新
設

の
創
作
部
は
、
初
め
て
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
の
発
表
を

行
い
、多
く
の
参
観
者
が
熱
心
に
声
援
を
お
く
り
ま
し
た
。

各
学
年
の
学
習
発
表
に
つ
い
て
は
、
文
化
祭
プ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
テ
ー
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

《
学
年
発
表
》

●
一
年
生
（
学
年
展
示
）

　
「
で
き
た
！
で
き
た
！
」

●
二
年
生
（
学
年
劇
）

　
「
あ
ぶ
く
た
っ
た
に
え
た
っ
た
」

●
三
年
生
（
学
年
展
示
）

　
「
学
ん
で 

生
か
し
て 

表
現
す
る
」

●
四
年
生
（
学
級
劇
）

　

東
組
「
ま
じ
ょ
っ
こ
ピ
カ
リ
」

　

西
組
「
金
の
が
ち
ょ
う
」

　

南
組
「
先
生
を
探
し
に
、
未
来
へ
過
去
へ
」

　

北
組
「
昔
話
探
検
隊
」

●
五
年
生
（
学
年
展
示
）

　
「
お
お
成
蹊
〜
成
蹊
今
・
昔
」

●
六
年
生
（
学
級
劇
）

　

東
組
「
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争
」

　

西
組
「
信
じ
る
心
は
あ
り
ま
す
か
？
」

　

南
組
「
過
去
、
未
来
、
現
在
」

　

北
組
「
テ
リ
マ 

カ
シ
！ 

オ
マ
ー
ル
さ
ん
」

《
専
科
発
表
》

●
こ
み
ち
科
展
（
五
・
六
年
生
の
作
品
の
展
示
）

●
理
科
展（
三
～
六
年
生
の
発
明
く
ふ
う
作
品
の
展
示
）

●
美
術
展（
全
学
年
作
品
と
美
術
部
ク
レ
イ
ア
ニ
メ
発
表
）

《
ク
ラ
ブ
学
習
な
ど
の
発
表
》

●
創
作
部
（
劇
発
表
）

　
「
メ
ニ
メ
ニ
ハ
ー
ト
」

●
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
（
コ
ン
サ
ー
ト
）

　
「
Y
E
L
L
」
ほ
か

●
太
鼓
部
（
和
太
鼓
演
奏
）

　
「
初
午
太
鼓
」
ほ
か

●
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
体
験
学
習（
参
加
報
告
と
映
像
展
示
）

年
が
明
け
て
、学
園
H
P
表
紙
の
「
創
立
一
〇
〇
周
年
ま

で
」
の
カ
ウ
ン
ト
も
い
よ
い
よ
四
百
五
十
日
を
切
り
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
が
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
、
二
〇
一
五
年

が
小
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
、
二
〇
二
四
年
が
学
園
吉
祥

寺
移
転
一
〇
〇
周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
成
蹊
学
園

の
節
目
の
記
念
行
事
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
「
努
力
と
個
性
の
夢
の
虹
」
を
鮮
や
か
に
創
り
出
し
て

く
れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
祭
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
来
校
者
へ
の
案

内
を
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
P
T
A
役
員
の
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

甲
南
小
学
校
と
の
教
員
相
互
交
流
事
業

兵
庫
県
神
戸
市
に
あ
る
甲
南
小
学
校
と
成
蹊
小
学
校

に
所
属
す
る
教
員
の
相
互
交
換
派
遣
に
つ
い
て
の
覚
書

調
印
は
、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
六
日
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
、
将
来
的
に
は
長
期
の
（
一
年
ま
た
は
二

年
の
）
教
員
相
互
交
流
を
目
指
し
た
も
の
で
す
が
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
は
、
ま
ず
短
期
間
の
相
互
派
遣
を
複

数
回
行
う
こ
と
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

成
蹊
小
学
校
か
ら
は
、
こ
の
五
年
間
で
十
回
・
延
べ

三
十
七
名
の
教
員
が
甲
南
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
南
小
学
校
か
ら
は
、
昨
年
十
一
月
ま
で
に

十
二
回
・
延
べ
三
十
五
名
の
教
員
が
来
校
し
ま
し
た
。

開
始
当
初
は
、
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
参
観
を
主

体
に
し
た
相
互
訪
問
で
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

学
年
・
学
級
の
指
導
内
容
を
事
前
に
連
絡
し
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
に
具
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
交
流
へ
と
発

展
し
て
い
ま
す
。

双
方
の
教
員
の
大
半
が
お
互
い
の
学
校
を
「
知
る
」

こ
と
が
で
き
た
今
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
交
流
や
長
期
間
の
教
員
派
遣
の
土
壌
が
整
い
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
学
校
国
際
教
育
委
員
会
の
活
動

前
号
で
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
成
蹊
学
園
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
夏
休
み
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
体
験
学
習
を
実
施
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
学
習
は
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
の
も
と
に

設
置
さ
れ
て
い
る
小
学
校
国
際
教
育
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
・
実
施
し
た
も
の
で
す
。委
員
会
で
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
体
験
学
習
な
ど
の
国
際
交
流
事
業
ば
か
り

で
な
く
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進
や
小
学
校
英
語
教
育

の
充
実
な
ど
を
目
指
し
て
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
号
で
は
、
こ
の
小
学
校
国
際
教
育
委
員
会
の
活
動

か
ら
、
二
つ
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

《
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
生
交
流
活
動
》

昨
年
九
月
二
十
五
日
に
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ペ
ン

創作部ブラスバンド部

4年東組 4年南組

理科展

1年展

美術展

フィナーレ

4年北組4年西組
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募金局からのお知らせ

【ご利用にあたって】
●クレジットカード決済は、個人の方のみご利用いただけます。（法人・団体でのご寄付をご希望の場合は、
誠にお手数ですが募金局までお問い合わせください）

●ご寄付者名とカード名義人は同一であることが必要です。
●ご利用いただけるカードは、DCカード・VISAカード・マスターカードです。

【お問い合わせ先】
成蹊学園
創立100周年記念事業募金局
電話：0422-37-3941
e-mail：fund@jim.seikei.ac.jp

※ご利用いただけるのは、i-mode、EZweb、Yahoo!ケータイに対応した機種となります。

「成蹊学園募金モバイルサイト」
が表示されますので、お手続き
ください。

3数秒後にURLが記載されたメー
ル が 返 信 さ れ ま す の で 、そ の
URLにアクセスしてください。

2上の二次元バーコードを読み取り、空メー
ルを送信してください。読み取れない場合
は bokin@sk.seikei.ac.jp に、直接空メー
ルを送信してください。

1

読取中… 読取中…

成蹊学園トップページ http://www.seikei.ac.jp
を開き、画面右上にある「100 周年記念事業」を
クリックしてください。

1 100周年記念事業ページの左下にある「パソコン・
携帯電話からの募金のお申し込みはこちら」を
クリックしてください。

2
以降は画面表示に従って、手続きをお進めください。
決済が完了すると、申込完了メールが届きます。

〈パソコンをご利用の場合〉

パソコン・携帯電話からのクレジットカード決済のご案内
パソコン・携帯電話からのお申し込みによるクレジットカード決済で、

寄付をしていただくことができます。
簡単にお手続きできますので、ぜひご利用ください。

〈携帯電話をご利用の場合〉

bokin@sk.seikei.ac.jp

このまま空メールを
送信してください。

■読取結果■

bokin@sk.seikei.ac.jp

このまま空メールを
送信してください。

■読取結果■
成蹊学園

創立100周年記念事業
募金モバイルサイト

「個性を持った自立的な人間の創
造」を実現するため、学園を挙げ
て、成蹊教育の新たな創造を目指
します。 創立100周年記念事業を
成功させるため、皆様からのご支
援・ご協力をお願い申し上げます。

⇒募金概要
⇒創立100周年記念事業概要

成蹊学園
創立100周年記念事業
募金モバイルサイト

「個性を持った自立的な人間の創
造」を実現するため、学園を挙げ
て、成蹊教育の新たな創造を目指
します。 創立100周年記念事業を
成功させるため、皆様からのご支
援・ご協力をお願い申し上げます。

⇒募金概要
⇒創立100周年記念事業概要

bokin@sk.seikei.ac.jpFrom

Sub

【成蹊学園】募金モバイル
サイトURLのお知らせ
空メールの送付ありがとう
ございます。

下記のURLよりアクセスして
ください。
https://fund.seikei.ac.jp/m/?add
r=YWNoaS5nb25hZ29uYSO1
NOBlYi5uZS5qcA==

以降は画面表示に従って、手続きをお進めください。
決済が完了すると、申込完了メールが届きます。
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学
園
本
館
が「
日
本
建
築
家
協
会
優
秀

建
築
選
二
〇
一
〇
」に
選
出
さ
れ
ま
し
た

学
園
本
館
が
社
団
法
人
日
本
建
築
家
協
会
（
J
I
A
）
の

認
定
す
る
「
日
本
建
築
家
協
会
優
秀
建
築
選
二
〇
一
〇
」
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
建
築
家
同
士
で
優
れ
た
作
品
を
表
彰
し
、
我
が
国

の
現
代
建
築
を
代
表
す
る
そ
の
年
の
優
れ
た
作
品
を
選
出
す

る
も
の
で
、
学
園
本
館
は
「
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ

と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事

入
江
昭
先
生（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
）の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

欅
祭
期
間
中
の
十
一
月
二
十
一
日
に
、
学
生
の
届
出
団
体
（
文
化
系
サ
ー
ク
ル
）
で
あ

る
政
治
学
研
究
会
お
よ
び
E
P
P
が
、
成
蹊
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
行
事
の
学
生
企

画
と
し
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
、
入い

り
え江

昭あ
き
ら

先
生

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

入
江
昭
先
生
は
、
成
蹊
中
学
・
高
等
学
校
を
ご
卒
業
後
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
院
に
て
博
士
号
を
取
得
さ
れ
て
お
り
、

世
界
的
に
有
名
な
歴
史
学
、
国
際
政
治
学
者
で
す
。

当
日
は
「
未
来
に
向
け
て
歴
史
を
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、
成
蹊
学
園
で
の
思
い
出
話
か
ら

過
去
百
年
の
世
界
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
上
で
多
様

性
に
富
ん
だ
現
代
は
希
望
を
持
つ
べ
き
世
界
で
あ
り
、
若

い
世
代
の
人
達
に
未
来
に
向
け
て
理
念
、
決
意
を
持
っ
て

い
て
ほ
し
い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
話
が
し
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
学
部
の
西
崎
文
子
教
授
と
の
対
談

や
学
生
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
来
場
者
と
の
質
疑
応

答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
二
百
六
十
四
名
で
、
大
学
生
、
大
学
院
生

を
は
じ
め
と
し
て
、
高
校
生
や
ご
父
母
、
ご
卒
業
生
や
近

隣
の
方
な
ど
、
年
齢
層
も
幅
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に

ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企業名 企業計
（内女子）

内訳

文系学部
（内女子）

理工学部
（大学院含む）
（内女子）

みずほ銀行 13 （9） 13 （9）
三菱東京 UFJ 銀行 12 （11） 12 （11）
JR 東日本 11 （3） 4 （2） 7 （1）
みずほ信託銀行 10 （10） 9 （9） 1 （1）
三井住友銀行 9 （5） 9 （5）
東京海上日動火災保険 9 （9） 9 （9）
三菱 UFJ 信託銀行 7 （6） 7 （6）
旭化成ホームズ 7 （5） 7 （5）
多摩信用金庫 7 （3） 7 （3）
日本生命保険 6 （5） 6 （5）
新日本製鐵 6 （6） 5 （5） 1 （1）
三菱電機ビルテクノサービス 6 2 4
東日本銀行 6 （4） 6 （4）
あいおいニッセイ同和損害保険 6 （4） 6 （4）
損害保険ジャパン 5 （3） 5 （3）
富国生命保険 5 （4） 5 （4）
三井生命保険 5 （5） 5 （5）
日本興亜損害保険 5 （4） 5 （4）
りそな銀行 5 （3） 5 （3）
日本通運 5 （2） 4 （1） 1 （1）
明治安田生命保険 4 （4） 4 （4）
凸版印刷 4 （2） 4 （2）
NTT 東日本 4 （4） 1 （1） 3 （3）
千葉銀行 4 （2） 4 （2）
トッパン・フォームズ 4 （1） 3 （1） 1
第一生命情報システム 4 （3） 2 （2） 2 （1）
高砂熱学工業 4 2 2
キュービタス 4 （4） 4 （4）
北越銀行 4 （1） 4 （1）
サンワテクノス 4 （2） 3 （2） 1
ソフトバンクグループ通信 3 社 4 （2） 3 （2） 1
国家公務員 4 3 1
日立製作所 3 （1） 3 （1）
三菱電機 3 1 2
積水ハウス 3 （3） 3 （3）
日興コーディアル証券 3 （2） 3 （2）
中央三井信託銀行 3 （2） 3 （2）
住友信託銀行 3 （3） 3 （3）
ノバルティスファーマ 3 （1） 3 （1）
アメリカンファミリー生命保険 3 （2） 3 （2）
協和エクシオ 3 （2） 3 （2）
JCB 3 （2） 3 （2）
日本アクセス 3 （1） 3 （1）
三菱総研 DCS 3 （1） 2 （1） 1
八千代銀行 3 （1） 3 （1）

企業名 企業計
（内女子）

内訳

文系学部
（内女子）

理工学部
（大学院含む）
（内女子）

ダイワボウ情報システム 3 （2） 2 （2） 1
京葉銀行 3 （1） 3 （1）
日本出版販売 3 3
中央三井ビジネス 3 （3） 3 （3）
守谷商会 3 2 1
東銀リース 3 （3） 3 （3）
内外施設工業 3 （3） 1 （1） 2 （2）
千葉県警察本部 3 （1） 3 （1）
郵便局 2 （2） 2 （2）
第一生命保険 2 2
東芝 2 （1） 2 （1）
JR 東海 2 （1） 1 （1） 1
ブリヂストン 2 （2） 2 （2）
三井住友海上火災保険 2 （2） 2 （2）
大和ハウス工業 2 2
ゆうちょ銀行 2 （2） 2 （2）
NTT データ 2 1 1
鹿島建設 2 1 1
NTT コミュニケーションズ 2 （1） 2 （1）
三菱 UFJ 証券 2 （1） 2 （1）
日本ヒューレット・パッカード 2 （1） 1 （1） 1
山武 2 （1） 2 （1）
みずほ情報総研 2 （1） 2 （1）
ヤフー 2 （1） 1 （1） 1
資生堂 2 （1） 2 （1）
常陽銀行 2 （2） 2 （2）
THK 2 2
沖電気工業 2 2
八十二銀行 2 （2） 2 （2）
共同印刷 2 （1） 2 （1）
三菱電機プラントエンジニアリング 2 （2） 2 （2）
東京海上日動あんしん生命保険 2 （2） 2 （2）
新菱冷熱工業 2 2
東京都民銀行 2 （1） 2 （1）
日本音楽著作権協会 2 2
スルガ銀行 2 （1） 2 （1）
東京海上日動システムズ 2 （1） 1 （1） 1
横浜信用金庫 2 （2） 2 （2）
三井不動産販売 2 （2） 2 （2）
明治安田システム・テクノロジー 2 （1） 2 （1）
菱電商事 2 1 1
エトワール海渡 2 （2） 2 （2）
三菱 UFJトラストシステム 2 1 1
岡谷鋼機 2 （2） 2 （2）
損保ジャパン・システムソリューション 2 （1） 2 （1）

企業名 企業計
（内女子）

内訳

文系学部
（内女子）

理工学部
（大学院含む）
（内女子）

三井住友海上システムズ 2 （1） 1 （1） 1
トーメンエレクトロニクス 2 （1） 1 （1） 1
住商機電貿易 2 （1） 2 （1）
サイバー・コミュニケーションズ 2 （1） 2 （1）
和光 2 （1） 2 （1）
住商鉄鋼販売 2 （1） 2 （1）
警視庁 2 （1） 2 （1）
日本赤十字社 1 （1）
東京電力 1 1
本田技研工業 1 （1） 1 （1）
日本電気 1 1
全日本空輸［客室本部］ 1 （1） 1 （1）
富士ゼロックス 1 1
清水建設 1 1
いすゞ 自動車 1 1
IHI 1 （1） 1 （1）
TOTO 1 1
三菱商事 1 （1） 1 （1）
三井物産 1 （1） 1 （1）
アステラス製薬 1 （1） 1 （1）
大塚製薬 1 1
日立情報システムズ 1 （1） 1 （1）
日本精工 1 1
横河電機 1 1
大日本住友製薬 1 1
日本政策金融公庫 1 （1） 1 （1）
住友林業 1 1
商工組合中央金庫 1 （1） 1 （1）
みずほ証券 1 （1） 1 （1）
横浜銀行 1 1
日本発條 1 1
アサヒビール 1 1
東京急行電鉄 1 1
明治製菓 1 （1） 1 （1）
麒麟麦酒 1 1
森永乳業 1 1
帝国データバンク 1 1
住友不動産販売 1 1
サッポロビール 1 1
菱食 1 1
JFE エンジニアリング 1 （1） 1 （1）
日立物流 1 1
城北信用金庫 1 1
日本総合研究所 1 1
東洋インキ製造 1 1

 成蹊学園では創立100周年記念行事企画を募集しています。

成蹊学園では、2012 年の創立 100 周年を盛り上げ、新たな出発をしるす記念行事の企画を
募集しています。「成蹊の伝統を未来へ繋ぐ」アイデアを多数お寄せください。

企画募集については、ホームページをご覧ください。▶http://www.seikei.ac.jp/

【学生企画（大学）】
	10月9～11日	 有志団体WANと漫画制作部ペルシャ猫が、

「吉祥寺アニメワンダーランド2010」に
「簡単☆漫画制作広場」を出展

	 10月24日	 茶道部が畠山記念館にて「成蹊学園創立100
周年茶会」を開催

	 11月21日	 政治学研究会およびEPPが、ハーバード大学
名誉教授、入江昭先生の講演会を開催

【卒業生企画】
	 9月12日	 ラグビー部公式戦（関東大学対抗戦Aグルー

プ）にて応援用のオリジナル団扇を配付

	 12月12日	 ハワイ成蹊会によるホノルルマラソンエイド
を実施

吉祥寺アニメワンダーランド2010

ホノルルマラソンエイド

二
〇
一
〇
年
度
は
大
学
新
卒
者
の
有
効
求
人
倍
率
が

一
・
二
八
倍
と
前
年
に
引
き
続
き
減
少
し
ま
し
た
。
世
界

的
な
経
済
状
況
の
低
迷
は
、
採
用
市
場
に
お
い
て
採
用

数
の
大
幅
減
へ
と
つ
な
が
り
、
中
で
も
本
学
学
生
の
多

く
が
進
路
と
し
て
い
る
金
融
関
係
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
採
用
状
況
の
中
で
、
本
学
で
は
就
職
希

望
者
数
千
六
百
二
名
（
う
ち
理
工
学
研
究
科
七
十
六
名

を
含
む
）
の
十
一
月
一
日
現
在
の
内
定
率
は
、
全
国
平

均
を
上
回
る
六
四
・
〇
％
と
健
闘
し
て
い
ま
す
。

内
定
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
文
系
で
は
総
数
は
減

少
し
た
も
の
の
今
年
度
も
金
融
業
界
へ
の
内
定
者
の
割

合
が
、
男
女
と
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

男
子
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
、
資
生
堂
、
三
菱
電
機
、
東
京

急
行
電
鉄
、
日
本
生
命
保
険
、
三
井
住
友
銀
行
な
ど
、

業
界
を
代
表
す
る
企
業
に
も
数
多
く
内
定
し
て
い
ま
す
。

女
子
は
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、

新
日
本
製
鐵
、
三
井
物
産
、
N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
、
全
日
本
空
輸
な
ど
に
内
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
理
工
学
部
・
理
工
学
研
究
科
で
は
、
明
治
製
菓
、

I
H
I
、
本
田
技
研
工
業
、
東
京
電
力
、
N
T
T
デ
ー
タ
、

J
R
東
日
本
な
ど
数
多
く
の
優
良
企
業
に
内
定
し
て
お

り
、
堅
実
に
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

主
な
内
定
先
企
業
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

主な内定企業一覧 （2010年11月1日現在）

二
〇
一
〇
年
度
の

就
職
状
況
に
つ
い
て

学
園TOPICS

成蹊から
お伝えしたいこと

これまでに以下の企画が実施されました。（2010年9月～12月実施分）Information

大学では、2010 年 10 月より、成蹊大
学アジア太平洋研究センター創立 30 周
年、成蹊学園創立 100周年を記念して、
「人間の安全保障と北東アジア－サステ
イナブルな地域社会をめざして」をテー
マに、連続講演会・シンポジウムを 2年
に渡って開催しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.seikei.ac.jp/


